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これらを解決する新たな決済手段ですこれらを解決する新たな決済手段ですこれらを解決する新たな決済手段です



　

江
戸
時
代
以
前
の
旅
は
大
変
で
し

た
。何
時
、何
処
で
、何
が
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。治
安
は
全
く
保
証
さ
れ

て
い
な
い
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、街
道
は
整
備

さ
れ
宿
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。宿
場
に

は
旅
籠
が
並
び
、馬・駕
籠
を
次
の
宿
場

ま
で
提
供
す
る
問
屋
が
出
来
ま
す
。関

所
は
幕
府
直
轄
で
、庶
民
の
通
行
に
必

要
な
道
中
手
形
と
関
所
手
形
は
、名
主

さ
ん
と
菩
提
寺
の
和
尚
さ
ん
が
出
し
ま

し
た
。街
道
に
は
松
並
木
が
日
陰
を
提

供
し
、景
色
の
良
い
と
こ
ろ
に
は
茶
屋
が

出
来
、各
地
の
名
物
が
旅
人
た
ち
を
楽

し
ま
せ
ま
す
。旅
は
庶
民
に
と
っ
て
も

楽
し
い
も
の
に
な
って
ゆ
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
四
回
、爆
発
的
な

「
お
伊
勢
参
り
」の
流
行
が
あ
り
ま
し

た
。宝
永
二
年（
一
七
○
五
）の
流
行
時

に
は
伊
勢
松
坂
を
通
過
し
た
人
は
日
に

十
万
人
を
超
え
た
そ
う
で
す
。お
伊
勢

参
り
は
一
生
に
一
度
は
や
り
た
い
も
の

で
し
た
し
、成
田
山
、大
山
、江
ノ
島
の

し
た
。津
軽
と
薩
摩
の
武
士
や
百
姓
の

若
者
が
同
じ
大
都
会
の
空
気
を
吸
い
な

が
ら
、芝
居
小
屋
の
看
板
を
眺
め
た
り
、

お
キ
ャ
ン
な
江
戸
娘
を
目
で
追
って
い
た

り
、一
緒
に
蕎
麦
を
す
す
っ
た
り
し
た
の

で
す
。若
い
武
士
の
多
く
は
江
戸
で
道

場
に
通
い
、塾
で
勉
強
を
し
、そ
こ
で
他

所
の
藩
か
ら
来
た
若
者
た
ち
と
友
人
に

な
っ
て
いっ
た
の
で
す
。帰
国
の
時
に
は

少
し
都
会
風
に
粋
に
な
っ
て
、草
紙
や

細
工
物
、刷
り
絵
や
簪
を
お
土
産
に

帰
って
行
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
行
な
っ
た
国
は
世
界

中
に
日
本
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

制
度
を
通
じ
て
日
本
中
の
人
が
、自
分

は
加
賀
人
で
あ
り
熊
本
人
で
あ
る
と

同
時
に
、日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
目
覚

め
て
いっ
た
の
で
す
。幕
末
の
政
権
交
代

が
日
本
を
二
分
し
た
大
戦
争
に
な
ら

ず
、最
小
限
の
混
乱
で
、一
つ
に
纏
ま
って

新
し
い
方
向
に
向
か
う
こ
と
が
出
来
た

の
も
、こ
の
下
地
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

弁
天
様
、富
士
宮
、善
光
寺
な
ど
の
参

拝
行
事
は
大
変
に
盛
ん
で
し
た
。

　

街
道
を
使
っ
た
旅
の
な
か
で
も
大

き
い
も
の
に
参
勤
交
代
が
あ
り
ま

す
。各
大
名
が
隔
年
に
江
戸
に
滞
在

す
る
、御
正
室
は
江
戸
屋
敷
に
置
い

て
嫡
男
も
江
戸
で
育
て
る
、代
が
か

わ
っ
て
将
軍
に
継
承
を
認
め
ら
れ
て

嫡
子
は
領
国
に「
お
国
入
り
」す
る
、

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

最
盛
期
の
参
勤
交
代
の
行
列
は
、

石
高
に
合
わ
せ
て
百
人
か
ら
大
大
名

で
千
五
、六
百
人
。こ
れ
か
ら
一
年
江

戸
勤
番
に
な
る
侍
の
召
使
た
ち
や
、

荷
物
を
運
ぶ
人
足
な
ど
、多
数
の
武

士
以
外
の
若
者
も
同
道
し
ま
し
た
。

　

こ
の
参
勤
交
代
制
度
は
各
藩
の
財

政
を
苦
し
め
ま
し
た
が
、一
方
で
、北

か
ら
南
ま
で
の
武
士
と
若
者
た
ち
を

巻
き
込
ん
だ
組
織
的
な
、官
費
に
よ

る
長
い
旅
と
江
戸
滞
在
の
制
度
が
二

百
数
十
年
間
続
い
た
こ
と
は
、日
本

の
文
化
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
ま
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江
た
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か
り

て
い江

さ
れ

は
旅

ま
で

所
は

要
な

さ
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写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

静
岡
市
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
事
業

記
者
会
見

9/30

10/30

製
造
業
部
会
視
察
会

臨
時
議
員
総
会

第
４
期（
平
成
25
年
11
月

１
日
か
ら
平
成
28
年
10
月

31
日
ま
で
）の
役
員
を
選
任

す
る
た
め
、臨
時
議
員
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。後
藤

康
雄
会
頭
が
再
任
さ
れ
た

他
、副
会
頭
５
名
、専
務
理

事
１
名
、常
議
員
50
名
、監

事
３
名
が
選
任
さ
れ
、新
た

な
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・全員異議なく役員が選任されました

２
０
１
３

駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭

10/4

〝
秋
の
饗
宴
〞

芸
妓
の
踊
り
鑑
賞
会

異
業
種
企
業
交
流
会

30
周
年
記
念
講
演
会

静
岡
市
内
の
商
店
街
・
大
型

店
等
が
一
緒
に
取
り
組
む
本

商
業
祭
開
催
初
日
の
５
日
、

葵
ス
ク
エ
ア
に
て
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト「
イ
タ
リ
ア
フ
ェ

ア
」を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

12
〜
14
日
の
３
連
休
に
は
各

商
店
街
に
お
い
て
様
々
な
協

賛
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、多
く

の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

・イタリアをテーマとした各種飲食コーナーや
　ミニコンサートなどのイベントを楽しむ来街者

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
利
便
性

向
上
や
災
害
時
の
対
応
等

を
目
的
に
、静
岡
市
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
事
業「S

hizu
oka W

i-Fi P
aradise

」の

整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。当
商
工
会
議
所

や
静
岡
市
な
ど
５
団
体
が

連
携
し
、今
後
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

・官民５団体が公衆無線LAN事業整備に向け
　始動開始

創
立
30
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。法
政
大
学

大
学
院
の
坂
本
光
司
教
授

が
、全
国
の
企
業
訪
問
の

経
験
か
ら〝
元
気
な
企
業
〞

の
実
例
を
挙
げ
、中
小
企

業
の
目
指
す
べ
き
正
し
い

経
営
の
姿
に
つ
い
て
解
説

し
ま
し
た
。

・定員を越える参加者が集まり
　大盛況の30周年記念講演会

製
造
業
部
会
で
は
、日
立

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
㈱
清
水
事

業
所
の
視
察
会
を
実
施
し
、

36
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
事
業
所
は
１
９
４
３
年

11
月
に
設
立
し
、業
務
用
・

家
庭
用
の
空
調
機
、エ
コ
キ

ュ
ー
ト
等
の
出
荷
高
は
業

界
３
位
で
あ
る
な
ど
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

・女性社員による説明のもと、
　製造ラインの見学を行いました

昨
年
度
好
評
を
博
し
た
当

鑑
賞
会
を
今
年
度
も
市
内

９
ヵ
所
の
料
亭
に
て
行
い
ま

し
た
。今
回
も
定
員
を
大
幅

に
上
回
る
申
込
み
を
い
た
だ

く
盛
況
ぶ
り
で
、料
亭
の
お

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、芸
妓

衆
の
華
や
か
な
踊
り
の
鑑

賞
を
通
じ
て
、和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

・華やかに舞う芸妓衆に魅了されるひととき

10/5
～14

10/24

10/21

ま
つ
り



静岡支社 静岡営業所　〒420-0851 静岡市葵区黒金20-8 静岡商工会議所3F　TEL 054-254-8712

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成25年12月1日発行 第45号（毎月1日発行）

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

徳川みらい学会第４回講演会

平成25年度役議員・優良従業員表彰者名簿

特集：金融部会
部会長ごあいさつ  田形和幸氏

消費税率の引き上げと経過措置
白鳥久美子税理士事務所  税理士  白鳥久美子氏

徳川時代の日本大改造⑵

写真で見る静岡商工会議所の動き

東京からこんにちは
日本軽金属㈱
元社長　佐藤薫郷さん

しごとなでしこ
岡部奈美さん
静岡の未来
石川哲也さん

しずおか味な店
酒呑処 樽彦

わが社自慢の商品・サービス
㈲モンマートつかもと、マイホテル竜宮、㈲関川商会、鈴木豆腐
店、ベビーランドナカノ（㈲中野乳母車店）、御伝鷹まちづくり
㈱、静岡ひかりタクシー㈱、㈱花宝、㈱ＡＣＯ、（一財）静岡経済
研究所、プロロゴ スペイン語教室、海野事務所 社労士アツ・オ
フィス、㈲ハーティ昌祐堂、㈱イメージミッション木鏡社、公益財
団法人SBS静岡健康増進センター、You Me & Cookies
【Bikini】、（一社）日本海事検定協会 清水第二事業所、㈲アク
ト・テン、醍醐味、ＦＩＧＡＲＯ、日本料理○△□、マル金ラーメン
（マルキン㈲）、食道楽、香香飯店 静岡本店（㈱China285）

新会員ご紹介（9月～10月入会）

★消費税転嫁対策セミナー（清）　★芸妓の踊り鑑賞会（紅葉山庭園）

★清水エスパルスVS柏レイソル（アイスタ）

★インド進出セミナー（ホテルアソシア静岡）

★第15回環境社会eco検定試験

★許認可・著作権相談会（静）

★融資相談会（静）

★税務相談会（静）

★創業・起業相談会（静）　★発明・特許相談会（静）

★法律相談会（静）

▶セミナー・イベント情報満載のメールマガジン発信中
　申込み http://www.shizuoka-cci.or.jp

★法律相談会（静）
★徳川みらい学会第5回講演会（静岡市民文化会館）
★税務相談会（静）　★常議員会（清水テルサ）
★イルミネーション点灯（～H26.2/14 清水港線跡地遊歩道）
★富士山コスプレ世界大会（～12/15 清水駅前銀座商店街）
★I Loveしずおか 葵スクエアスケートリンク（～H26.1/13 呉服町）

★マル経資金説明相談会（静・清）　★ＩＴ・情報化相談会（静・清）
★創業・起業相談会（清）

★許認可・著作権相談会（静）　★会計啓発・普及セミナー（静）
★珠算・暗算段位認定試験申込受付（～1/7）

★第34回ビジネス実務法務検定試験　★全国そろばんコンクール
★清水WFEフリトラ市（清水港線跡地遊歩道）

★マル経資金説明相談会（静・清）　★芸妓の踊り鑑賞会（紅葉山庭園）
★年末調整説明会（清）　★J400静岡使節団ロンドン派遣（～12/8 在英国日本大使館他）

★創業・起業相談会（静）
★消費税転嫁対策セミナー（静岡第一ホテル）

★第35回カラーコーディネーター検定試験　★清水区イルミネーション（11/23～H26.2/11 JR清水駅西口）
★I Loveしずおか “おまち”でWinter Carnival 2013-2014イルミネーション（11/22～H26.2/16 中心市街地）

★第84回「産学官交流」講演会・交流会（清）　★建設部会視察研修会（東京都品川区原美術館他）
★生活関連サービス部会視察会（清沢・水見色地区）

★司法書士相談会（静）　★融資相談会（清）　★健康相談（静）
★労務相談会（清）　★特許相談会（清）

★七間町青空市（七間町名店街）
★I Loveしずおか サンタパレード＆市民コンサート（中心市街地・常磐公園）

★夜間法律相談会（清）　★夜間税務相談会（清）
★経済講演会「2014日本経済の展望」（静）
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伝馬町は、かつて東海道19番目の宿場町「府中宿」で、問屋場、旅籠屋、本陣、脇本
陣が軒を連ね、人や馬、荷物が往来する府中随一の目抜き通りでした。伝馬町発展会
(ホテルシティオ静岡～つつじ通りの旧東海道沿いの商店で組織)は平成元年、「歴史
と花のまち伝馬町」をテーマにまちづくりをスタート。けやき通り(１０９～松坂屋)は、静岡
県都市景観賞、静岡市市民景観大賞を受賞。御幸町発展会、鷹匠１丁目商業発展
会と連携して「御伝鷹(み・て・た)バル」などのイベントを開催。１０９横「情報発信ブース
み・て・た」では、おまち・イベントの紹介とレンタサイクルを貸出。表紙出演は、深尾ビル・
深尾茂さん、SHIZUOKA１０９・疋野守一さん＆木村真理さん＆海野美樹さん、グラッ
ポ・原田和明さん、鈴木豆腐店・鈴木雅之さん、関川商会・関川清明さん、御伝鷹まち
づくり・岡本プクさん、マイホテル竜宮・杉山隆昭さん、モンマートつかもと・塚本雅英さ
ん、サウンドウェーブ・岩崎充弘さん、天野屋繁田商店・繁田昌大さん、ベビーランドナカ
ノ・中野英昭さん。商店街加盟６店を18ページでご紹介。http://tenma-town.jp
11月5日写真撮影：Photo Studio Peace　杉山雅彦さん　http://pspeace.net

表紙／伝馬町発展会の皆様

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催
※清水WFEは清水都心ウォーターフロントイベント

商工会議所
セミナー・イベント カレンダー

月

徳川家康公にちなんだ商品ご紹介
郷土和菓子処 小松屋、かねいち干物店（㈲仁科商店）、すんぷ
夢ひろば（大江戸温泉物語㈱）、㈲でりしゃす、文化茶屋御坂
堂、㈱静岡第一テレビ

静岡県立美術館  主任学芸員  福士雄也氏

富士山と静岡の人々

司馬江漢が描いた富士山

庶民の中の家康公　中村羊一郎氏



経歴
1981年、神戸市生まれ。京
都大学大学院文学研究科
美学美術史学専修博士前
期課程修了。2007年より静
岡県立美術館学芸員。専門
は日本の近世絵画史。今年
度は「世界遺産登録記念　
富士山の絵画」展を担当した。
目下、動物絵画をテーマとし
た「アニマルワールド（仮）」展
を来夏に向けて準備中。

富
士
山
と

静
岡
の
人
々

福
士
雄
也 

氏

ふ

く

し

ゆ

う

や

静
岡
県
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員

　

江
戸
時
代
は
、か
つ
て
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
旅

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、「
旅
の
時
代
」

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
ん
な
旅
の
時
代
の
到
来
は
、

画
家
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
っ

た
。
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
土
地
の
風
景
や
胸
中

の
山
水
ば
か
り
で
な
く
、
現
実
の
、
目
の
前
に
見
え

る
風
景
を
い
か
に
描
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
、
否
応
な

く
自
覚
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。は
や
く
鎌
倉
時
代
に
芽
生
え
は
じ
め
た
自
然
主

義
へ
の
傾
向
は
、こ
こ
に
い
た
っ
て
い
よ
い
よ
強
ま
っ
て

いっ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
時
代
、
公
務
と
し
て
で
あ
れ
私
的
な
目
的
で

あ
れ
、
旅
を
し
た
画
家
は
多
い
。
ま
た
、
そ
の
旅
の
記

録
を
残
し
た
画
家
も
少
な
く
は
な
い
が
、
司
馬
江
漢

（
一
七
四
七
〜
一
八
一
八
）の
残
し
た
『
江
漢
西
游
日

記
』（
文
化
十
二
年﹇
一
八
一
五
﹈、東
京
国
立
博
物
館
）

ほ
ど
生
き
生
き
と
し
て
、
赤
裸
々
で
、
端
的
に
言
って

「
面
白
い
」
旅
行
記
も
、
そ
う
は
あ
る
ま
い
。

　

江
漢
は
、
そ
の
生
涯
に
三
度
長
途
の
旅
行
を
行
っ

て
い
る
。こ
の
う
ち
、天
明
八
年（
一
七
八
八
）四
月
か
ら

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
四
月
に
か
け
て
、ほ
ぼ
ま
る

一
年
に
お
よ
ん
だ
長
崎
旅
行
を
記
す
の
が
、
件
の『
江

漢
西
游
日
記
』（
以
下『
日
記
』と
す
る
）で
あ
る
。

　

絵
画
修
業
を
目
的
と
し
た
長
崎
行
き
で
あ
っ
た

が
、
な
に
し
ろ
鉄
道
も
車
も
な
い
時
代
の
こ
と
で
あ

る
。
三
か
月
ほ
ど
長
崎
に
滞
在
し
た
と
は
い
え
、『
日

記
』の
大
部
分
が
道
中
の
記
録
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の

は
当
然
の
こ
と
。
行
く
先
々
で
出
会
っ
た
人
々
や
、
そ

司
馬
江
漢
が
描
い
た
富
士
山

し 
 
 
 

ば 
 
 

こ
う

か
ん

江
戸
時
代
は
旅
の
時
代

江
漢
の
駿
府
滞
在



こ
で
交
わ
さ
れ
た
会
話
な
ど
事
細
か
に
記
さ
れ
、
江

漢
の
心
の
動
き
ま
で
も
が
あ
け
す
け
と
いって
よ
い
ほ

ど
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、一
か
月
あ
ま
り
の

駿
府
滞
在
は
、
江
漢
に
と
って
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。

　

江
戸
を
出
発
し
て
お
よ
そ
ひ
と
月
後
の
五
月
二
十

八
日
、
駿
府
に
滞
在
し
て
い
た
江
漢
は
、
城
代
坊
主

の
永
谷
玄
庵
と
と
も
に
久
能
山
に
登
っ
た
。こ
こ
か
ら

足
を
延
ば
し
て
竜
華
寺
に
立
ち
寄
り
、
さ
ら
に
久
能

寺
（
現
在
の
鉄
舟
寺
）
を
訪
れ
た
折
、
観
音
堂
か
ら

眼
下
に
広
が
る
景
観
を
「
誠
に
天
下
絶
景
な
り
」
と

激
賞
し
た
江
漢
は
、
富
士
山
を
望
む
こ
の
眺
め
を

『
日
記
』に
描
き
残
し
も
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
長
居
が
祟
って
か
気
が
ふ
さ
が
り
、一
時

は
江
戸
へ
帰
ろ
う
と
ま
で
考
え
た
江
漢
を
思
い
と
ど

ま
ら
せ
た
の
は
、こ
の
土
地
の
人
々
と
の
交
流
で
あ
っ

た
。
特
に
、
庵
原
川
近
く
の
山
梨
家
に
い
た
三
兄
弟

と
は
気
が
合
っ
た
ら
し
く
、
酒
な
ど
酌
み
交
わ
す
う

ち
に
す
っ
か
り
気
分
も
良
く
な
り
、ふ
た
た
び
長
崎

行
き
を
決
意
す
る
の
で
あ
る
。
藤
枝
宿
で
滞
在
し
た

大
塚
家
で
は
十
八
番
の
蠟
画
（
油
彩
画
）
を
披
露

し
、「
皆
々
き
も
を
ツ
ブ
ス
」
と
得
意
満
面
の
江
漢
先

生
な
の
で
あ
っ
た
。

　

久
能
寺
か
ら
の
眺
望
は
よ
ほ
ど
印
象
深
い
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
で
、
江
漢
は
晩
年
に
い
た
る
ま
で
こ
の
景

観
を
繰
り
返
し
描
い
て
い
く
。
富
士
山
を
数
多
く
描

い
た
江
漢
に
と
っ
て
、
駿
府
滞
在
は
そ
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
す
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、な
に
よ
り
こ
の
景
観
を
忘
れ
が
た
い
も
の

に
し
て
い
る
の
は
、こ
れ
こ
そ
が
か
つ
て
雪
舟
（
一
四
二

〇
〜
一
五
〇
六
）の
描
い
た
眺
望
だ
と
い
う
確
信
で

あ
っ
た
。「
昔
雪
舟
、
支
那
に
渡
、
図
し
た
る
は
、
爰

よ
り
見
た
る
景
也
」
と
い
う
『
日
記
』の
言
葉
が
示
し

て
い
る
の
は
、
現
在
永
青
文
庫
に
伝
わ
る
伝
雪
舟

《
富
士
三
保
清
見
寺
図
》
が
こ
の
場
所
か
ら
の
景
観

を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
驚
き
、
雪
舟
の
富
士

山
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
発
見
し
た
と
い
う
感
動
で
あ

る
。
久
能
寺
か
ら
の
眺
望
に
は
、
た
だ
の
絶
景
と
い
う

以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
『
春
波
楼
筆
記
』（
文
化
八
年
﹇
一
八
一一
﹈）に
お
い

て
、
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
〜
七
四
）の
富
士
山
図
を

「
少
し
も
富
士
に
似
ず
」
と
切
り
捨
て
た
江
漢
が
、
雪

舟
に
憧
憬
の
念
を
抱
く
の
は
不
思
議
な
こ
と
の
よ
う

に
も
思
え
る
。
だ
が
、
江
漢
は
た
ん
に
リ
ア
ル
な
表
現

の
み
を
追
い
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
。と
き
に
油
彩
を

用
い
な
が
ら
、
胸
中
の
山
水
を
描
こ
う
と
す
る
東
洋

山
水
画
の
精
神
を
も
捨
て
な
かっ
た
江
漢
は
、
雪
舟
以

来
の
伝
統
を
確
か
に
継
承
し
つつ
、
新
し
い
時
代
の
富

士
山
を
描
い
た
。
そ
こ
に
、
司
馬
江
漢
と
い
う
自
由
人

の
、
そ
し
て
江
漢
が
依
って
立
つ
と
こ
ろ
の
徳
川
日
本
の

「
面
白
さ
」が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

司馬江漢筆「駿河湾富士遠望図」（寛政11年［1799］、絹本油彩、36.2×100.9cm、静岡県立美術館蔵）
寛政11年、江漢は京都や大坂、紀州（和歌山）をめぐる旅に出た。本作品の款記は、同年に京都で描いた旨を記す。

江
漢
と
富
士
山

か　

ら

こ
こ

わ
た
り



各
団
体
と
連
携
し
、地
域
企
業
を
支
援

金
融
部
会
特
集

　

第
２
次
安
倍
内
閣
が
誕
生
し
、１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

３
本
の
矢
の
う
ち
、『
金
融
政
策
』、『
財
政
政
策
』の
２
本
の
矢
の
効
果
が
次
第
に
現
れ
始
め
、静
岡
に
お

い
て
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
景
気
に
上
向
き
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
景
気
回
復
を
底
堅
い
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、今
、３
本
目
の
矢『
成
長
戦
略
』の
効
果
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
３
本
目
の
矢
の
成
功
に
向
け
て
、創
業
や
経
営
革
新
支
援
、ま
た

経
営
改
善
や
事
業
承
継
の
支
援
な
ど
地
域
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
が
よ
り 

一 

層
重
要
に
な
っ

て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

景
気
の
低
迷
が
長
引
く
中
、政
府
系
お
よ
び
民
間
各
金
融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
が
協
調
し
経
営
改

善
に
向
け
た
企
業
支
援
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
今
ま
で

以
上
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し
、経
営
の
強
み
を
導
き
出
し
、最
大
化
す
る
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
に
述
べ
た「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
」に
よ
る
経
済
指
標
の
改
善
な
ど
を
受
け
、平
成
２６
年
４
月
１

日
か
ら
消
費
税
率
８
％
の
導
入
が
決
ま
り
ま
し
た
。１
９
９
７
年
に
５
％
に
引
き
上
げ
た
際
に
は
景
気

が
失
速
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、経
済
対
策
や
増
税
前
の
駆
け
込
み
需

要
、増
税
後
の
反
動
減
を
抑
え
る
景
気
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、部
会
と
し
ま
し
て
も
、地
元
中
小

企
業
者
の
支
援
を
し
っ
か
り
と
行
い
、次
世
代
を
担

う
企
業
を
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。そ

の
た
め
に
も
、今
ま
で
以
上
に
専
門
的
知
識
を
有
す

る
各
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、そ
の
英
知
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
こ
と
で
、中
小
企
業
者
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
努
め
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

金融部会部会長
しずおか信用金庫 理事長

田形和幸



　

改
正
に
よ
り
、消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
税

率
は
、以
下
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

①
納
税
資
金
へ
の
影
響

　

施
行
日
以
後
の
課
税
期
間
に
お
け
る
消
費
税

等
の
納
付
税
額
は
、単
純
に
計
算
す
る
と
、施
行

日
前
の
課
税
期
間
の
約
１
．６
倍
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、納
税
資
金
を
確
保
し
、確
定
申

告
時
に
円
滑
に
納
税
が
出
来
る
よ
う
な
準
備
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

中
間
申
告
義
務
の
な
い
事
業
者
に
つい
て
は
、

　

｢

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る

税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税

法
の一
部
を
改
正
す
る
法
律｣

（
以
下｢

改
正
法｣

と
い
い
ま
す
。）が
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
。

　

消
費
税
率
は
、２
段
階
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
が
、全
て
の
取
引
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の

で
は
な
く
、 一 

定
の
取
引
に
つ
い
て
は
、施
行
日
後

も
旧
税
率
が
適
用
で
き
る
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、工
事
の
請
負
等
に
関
す
る
経
過
措
置
な

ど
を
適
用
す
る
際
に
は
、｢

指
定
日｣

が
平
成
25

年
10
月
１
日
と
平
成
27
年
４
月
１
日
の
２
回
出

て
く
る
な
ど
、非
常
に
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
稿
で
は
、改
正
後
の
消
費
税
法
に

よ
る
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
と
対
応
策
を

解
説
し
ま
す
。

課
税
仕
入
れ 

：

施
行
日
以
後
に
、そ
の
外
国
貨
物
の
引
取
り
が
行

わ
れ
た
場
合
は
、新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

施
行
日
の
前
日
ま
で

に
締
結
し
た
契
約
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
資
産
の

譲
渡
等
及
び
課
税
仕

入
れ
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、こ
れ
ら
の
取
引
が

施
行
日
以
後
に
行
わ
れ

る
場
合
に
は
、新
税
率

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
経
過
措
置

　

改
正
後
の
消
費
税
法
で
は
、旅
客
運
賃
等
、電

気
料
金
等
、工
事
の
請
負
等
、資
産
の
貸
付
け
、

役
務
の
提
供
な
ど
を
対
象
に｢

別
段
の
定
め｣

と

し
て
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
経
過
措
置
に
該
当
す
る
取
引
で
あ
れ
ば
、施
行

日
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
や
課
税
仕

入
に
つ
い
て
も
旧
税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

経
過
措
置
に
お
け
る｢

指
定
日｣

と｢

施
行
日｣

任
意
の
中
間
申
告
制
度
を
利
用
す
る
な
ど
し

て
、滞
納
を
防
ぐ
工
夫
も
必
要
で
す
。

②
輸
出
事
業
者
へ
の
影
響

　

輸
出
事
業
者
は
、仕
入
時
に
消
費
税
等
を
負

担
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、売
上
時
に
消
費
税

等
が
発
生
し
な
い
た
め
、確
定
申
告
に
よ
り
消
費

税
等
が
還
付
さ
れ
る
ま
で
の
間
、 一 

時
的
に
そ
の

分
に
対
応
す
る
資
金
繰
り
が
圧
迫
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
場
合
に
は
、課
税
期
間
を
１
ヶ
月
又

は
３
ヶ
月
と
す
る｢

消
費
税
課
税
期
間
特
例
選
択

制
度｣

の
適
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

①
原
則

商
品
等
の
引
渡
し
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
等
：

施
行
日
以
後
に
、商
品
等
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
た

場
合
は
、新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

出
荷
基
準
、検
収
基
準
を
採
用
し
て
い
る
場
合

は
、そ
の
譲
渡
等
と
み
な
さ
れ
る
日
を｢

引
渡
し

日｣
と
し
て
判
断
が
な
さ
れ
ま
す
。

役
務
の
提
供
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
等 

：

施
行
日
以
後
に
、役
務
の
提
供
が
な
さ
れ
た
場
合

は
、新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

保
税
地
域
か
ら
の
外
国
貨
物
の
引
取
り
に
係
る

消
費
税
率
の

  
引
き
上
げ
と
経
過
措
置

改
正
法
の
成
立

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

資
金
繰
り
へ
の
影
響

税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

取
り
扱
い

平成26年4月1日 平成27年10月1日

契約 譲渡（8%）
契約 譲渡（10%）

金融部会特集金融部会特集 消費税率の引き上げと経過措置

白
鳥
久
美
子
税
理
士
事
務
所

税
理
士  

白
鳥
久
美
子

時
期

消
費
税
地
方
消
費
税

合
計

現
状
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

平
成
27
年
10
月
１
日
〜

平
成
26
年
４
月
１
日
〜

平
成
27
年
９
月
30
日

４
％

7.8
％

6.3
％

１
％

2.2
％

1.7
％

５
％

10
％

８
％

平
成
25
年
10
月
１
日

平
成
27
年
４
月
１
日

平
成
26
年
４
月
１
日

平
成
27
年
10
月
１
日

税
率

指
定
日

施
行
日

10
％

８
％



経過措置：適用のケース

H26.4.1
（施行日）

H25.10.1
（指定日）

H27.10.1
（施行日）

H27.4.1
（指定日）

工事の請負等

契約
経過措置

譲渡（8%）

契約
経過措置

譲渡（8%）

契約
経過措置

譲渡（5%）

契約
経過措置

譲渡（5%）

経過措置：適用対象外のケース

H26.4.1
（施行日）

H25.10.1
（指定日）

H27.10.1
（施行日）

H27.4.1
（指定日）

契約 譲渡（10%）

契約 譲渡（8%）

手
方
に
対
し
て
経
過
措
置
の
適
用
を
し
た
旨
を

書
面
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、そ
の
取
引
に
係
る
相
手
方
も
、旧
税
率

に
よ
り
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
た
め
に
必
要
だ

か
ら
で
す
。

　

但
し
、通
知
を
行
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
経
過
措

置
が
不
適
用
に
な
る
こ
と
は
な
く
、罰
則
規
定
も

あ
り
ま
せ
ん
。税
務
調
査
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を
防

ぐ
た
め
に
も
、必
要
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

《
通
知
内
容
》

・
通
知
を
す
る
事
業
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称

・
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
課
税
資
産
の
譲

渡
等
に
係
る
資
産
ま
た
は
役
務
の
内
容

・
適
用
を
受
け
る
経
過
措
置
に
係
る
該
当
条
項

・
経
過
措
置
を
受
け
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の
対

価
の
額（
消
費
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
含
む
）

・
通
知
を
受
け
る
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称

ま
た
、通
知
に
関
し
て
は
、あ
え
て
新
た
な
書

面
を
作
成
す
る
必
要
は
な
く
、請
求
書
等
に｢

改
正
消
費
税
法
附
則
5
条
3
項
に
該
当｣
な

ど
と
経
過
措
置
の
条
文
番
号
や
適
用
税
率
等

を
記
載
す
る
方
法
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
ｂ
）契
約
書
の
保
存

　

こ
の
経
過
措
置
は
、着
手
日
や
対
価
の
受
領
日

に
関
す
る
要
件
は 

一 

切
あ
り
ま
せ
ん
。あ
く
ま
で

も
契
約
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
に
よ
り
判
断
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。よ
っ
て
、契
約
書
の
保
存

③
工
事
の
請
負
等
に
関
す
る

　

経
過
措
置

　

工
事
の
請
負
等
に
つ
い
て
は
、事
業
者
が
平
成

８
年
１０
月
１
日
か
ら
指
定
日
の
前
日（
平
成
25
年

９
月
30
日
）ま
で
の
間
に
締
結
し
た
工
事
ま
た
は

製
造
の
請
負
に
係
る
契
約
に
基
づ
い
て
、施
行
日

（
平
成
26
年
４
月
１
日
）以
後
に
そ
の
契
約
に
係

る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
行
う
場
合
に
は
、経

過
措
置
の
対
象
と
な
り
、旧
税
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

《
主
な
要
件
》

● 

請
負
契
約
が
、指
定
日
の
前
日
ま
で
に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

● 

工
事
の
請
負
に
係
る
契
約
、製
造
の
請
負
に
係

る
契
約
、こ
れ
ら
に
類
す
る
契
約（
測
量
、地
質

調
査
、工
事
の
施
工
調
査
、企
画
・
立
案
・
監

理
・
設
計
、映
画
の
製
作
、ソ
フ
ト
ウ
ェア
の
開
発

な
ど
の
請
負
に
係
る
契
約
）で
あ
る
こ
と
。

● 

仕
事
の
完
成
に
長
期
間
を
要
し
、か
つ
、当
該

仕
事
の
目
的
物
の
引
渡
し
が 

一 

括
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、そ
の
契

約
に
係
る
仕
事
の
内
容
に
つ
き
、相
手
方
の
注

文
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と（
注
文

生
産
で
あ
る
こ
と
）

《
適
用
に
際
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
》

（
ａ
）経
過
措
置
を
受
け
る
場
合
の
書
面
通
知

　

経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、相

建
設
工
事
等
の 

一 

部
が
完
成
し
、そ
の
完

成
し
た
部
分
を
引
き
渡
し
た
都
度
そ
の
割

合
に
応
じ
て
工
事
代
金
等
を
収
入
す
る
旨

の
特
約
ま
た
は
慣
習
が
あ
る
場
合
。

（
ｄ
）契
約
金
額
に
増
減
が
あ
っ
た
場
合

　

指
定
日
以
後
に
請
負
金
額
の
改
定
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、当
初
の
契
約
金
額
を
超
え
る
部
分

の
金
額
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
の
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。

（
ｅ
）施
行
日
ま
で
の
引
渡
し

　

指
定
日
の
前
日
ま
で
に
契
約
を
行
う
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
が
、施
行
日
の
前
日
ま
で
に
引
渡

し
が
行
わ
れ
る
も
の
に
つい
て
は
、原
則
ど
お
り
の

取
り
扱
い
と
な
り
、旧
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

は
、必
要
に
な
り
ま
す
。

（
ｃ
）部
分
完
成
基
準
に
よ
る
譲
渡（
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
開
発
な
ど
）

　

こ
の
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

｢

仕
事
の
目
的
物
の
引
渡
し
が 

一 

括
し
て
行
わ
れ

る
こ
と｣

と
い
う
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、以
下
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、目
的
物
の
引
渡
し
が
部
分
的
に
行
わ
れ
る

と
し
て
も
、経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
イ
） 一 

の
契
約
に
よ
り
同
種
の
建
設
工
事
等
を

多
量
に
請
け
負
っ
た
よ
う
な
場
合
で
、そ
の
引
渡

量
に
応
じ
て
工
事
代
金
等
を
収
入
す
る
旨

の
特
約
ま
た
は
慣
習
が
あ
る
場
合
。

（
ロ
） 一 

の
建
設
工
事
等
で
あ
っ
て
も
、そ
の



経過措置：適用のケース

H26.4.1
（施行日）

H25.10.1
（指定日）

H27.10.1
（施行日）

H27.4.1
（指定日）

資産の貸付け

契約 貸付け
経過措置

リース料（5%）

契約 貸付け
経過措置
リース料（8%）

貸付け契約
経過措置

リース料（5%）

経過措置：適用対象外のケース

H26.4.1
（施行日）

H25.10.1
（指定日）

H27.10.1
（施行日）

H27.4.1
（指定日）

契約 貸付け リース料（10%）

契約 貸付け リース料（8%）

④
資
産
の
貸
付
け
に
関
す
る
経
過

措
置

　

事
業
者
が
、平
成
８
年
１０
月
１
日
か
ら
指
定

日
の
前
日（
平
成
２５
年
９
月
３０
日
）ま
で
の
間
に

締
結
し
た
資
産
の
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ

き
、施
行
日（
平
成
２６
年
４
月
１
日
）前
か
ら
引

き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
資
産
の
貸
付
け
で
、以
下

の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
経
過
措
置

の
対
象
と
な
り
、旧
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

次
の（
イ
）及
び（
ロ
）、ま
た
は（
イ
）及
び（
ハ
）

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
イ
）そ
の
契
約
に
係
る
資
産
の
貸
付
け
の
期
間

及
び
そ
の
期
間
中
の
対
価
の
額
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

（
ロ
）事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
そ
の
対
価
の
額
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ
と
。

（
ハ
）契
約
期
間
中
に
当
事
者
の 

一 

方
ま
た
は
双

方
が
い
つ
で
も
解
約
の
申
し
入
れ
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ
と
、並
び
に

当
該
貸
付
け
に
係
る
資
産
の
取
得
に
要
し

た
費
用
の
額
及
び
付
随
費
用
の
額
の
合
計

額
の
う
ち
、当
該
契
約
期
間
中
に
支
払
わ
れ

る
当
該
資
産
の
貸
付
け
の
対
価
の
額
の
合

計
額
の
占
め
る
割
合
が
９０
％
以
上
で
あ
る
よ

う
に
当
該
契
約
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

但
し
、指
定
日
以
後
に
、そ
の
資
産
の
貸
付
け

の
対
価
の
額
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、そ
の
変

更
後
に
お
け
る
そ
の
資
産
の
貸
付
け
は
経
過
措

置
の
対
象
外
と
な
り
、新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

《
適
用
に
際
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
》

（
ａ
）自
動
継
続
条
項
が
あ
る
賃
貸
借
契
約

　

自
動
契
約
条
項
が
あ
る
賃
貸
借
契
約
で
、指

定
日
の
前
日
ま
で
に
解
約
申
出
期
限
が
経
過
し

て
自
動
継
続
さ
れ
た
契
約
に
基
づ
き
、施
行
日

（
平
成
２６
年
４
月
１
日
）前
か
ら
施
行
日
以
後
に

引
き
続
き
貸
付
を
行
う
場
合
に
は
、そ
の
自
動

継
続
後
の
貸
付
け
で
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る

貸
付
け
は
経
過
措
置
の
対
象
と
な
り
、旧
税
率

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
ｂ
）所
有
権
移
転
外
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・リ
ー
ス
の

取
り
扱
い

　

平
成
２０
年
４
月
１
日
以
後
に
契
約
が
締
結
さ

れ
た
所
有
権
移
転
外
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・リ
ー
ス
取
引

に
つ
い
て
は
、売
買
取
引
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

た
め
、資
産
の
貸
付
け
に
関
す
る
経
過
措
置
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
ｃ
）経
過
措
置
を
受
け
る
場
合
の
書
面
通
知

　

経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、前

記
③
の
規
定
と
同
様
、そ
の
旨
を
書
面
で
相
手
方

に
通
知
す
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

消費税の引き上げにともなう経過措置の概要は、

のＱ＆Ａをご覧ください。

国税庁のホームページ

金融部会特集 消費税率の引き上げと経過措置

白鳥久美子税理士事務所



【
叙　
　

勲
】（
敬
称
略
）

旭
日
双
光
章

参
与　

清
水
漁
業
協
同
組
合　

宮
城
島　

昌
典 

様

【
国
家
褒
章
】（
敬
称
略
）

黄
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

常
議
員　

㈱
薩
川
組　

薩
川　
　

諭 

様

会
員　

新
生
自
動
車
販
売
㈱　

増
井　

義
春 

様

　

11
月
28
日
、静
岡
商
工
会
議
所
の『
平
成
25
年
度
表
彰
式
』を
静
岡
事
務
所
５

階
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
任
30
年
に
達
す
る
な
ど
し
た
役
議
員
14
名・商
工
振
興
委
員
と
し
て
地
域
の

発
展
に
貢
献
し
在
任
10
年
を
迎
え
た
６
名・会
員
企
業
の
優
良
従
業
者
で
勤
続
５

年
以
上
40
年
ま
で
の
５
年
毎
の
対
象
者
２
５
６
名
の
方
々
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

11
月
28
日
、静
岡
商
工
会
議
所
の『
平
成
25
年
度
表
彰
式
』を
静
岡
事
務
所
５

平
成
25
年
度 

静
岡
商
工
会
議
所

表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

役
員
と
し
て
６
年
以
上
、又
は
議
員
と
し
て

10
年
以
上
在
任
し
て
退
任
し
た
者
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
２
条
第
１
項
第
２
号
表
彰
） 

11
名（
敬
称
略
）

役
員
又
は
議
員
と
し
て
の
在
任
期
間
が

満
20
年
に
達
し
た
者
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
２
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

４
名（
敬
称
略
）

新
間
製
材
㈱

新
間　

溥
二

在
任
30
年

第
一
倉
庫
㈱

平
和
み
ら
い
㈱

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
静
岡
㈱

宮
﨑　

久
雄

淺
原　

諒
蔵

杉
山　

智
彦

在
任
20
年

商
工
業
及
び
地
域
の
発
展
に
著
し
く

貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
会
員
企
業
表
彰

（
表
彰
規
則
第
６
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

６
名（
敬
称
略
）

㈲
関
川
商
会

㈱
原
山

ク
ボ
ヤ
マ
商
店

十
一
屋
洋
服
店

瀬
口
冷
熱
工
業
㈱

㈱
山
平

関
川　

清
明　

原
山　

雅
光　

久
保
山　

泰
宏

萩
原　
　

仁　

瀬
口　

君
仕
郎

櫻
田　

芳
宏　

商
工
振
興
委
員・在
任
10
年

鈴　

与　

㈱

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

新
間
製
材
㈱

㈱
タ
ミ
ヤ

中
央
精
工
㈱

㈱
大
和
屋
商
店

伊
藤
商
事
㈱

イ
ハ
ラ
建
成
工
業
㈱

東
海
家
具
工
業
㈱

㈱
古
川
組
静
岡
支
店

㈱
水
上
房
吉
商
店

水
島　

章
隆

望
月　
　

薫

新
間　

溥
二

田
宮　

俊
作

中
村　

光
次

糠
谷　

雄
祺

伊
藤　

智
子

上
田　

一
誠

実
石　

幸
男

古
場　

人

水
上　

房
吉

勤
続
40
年
の
方（
５
名
）

㈱
天
野
回
漕
店

㈱
四
葉
商
会

理
研
軽
金
属
工
業
㈱

　
　
〃

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

勤
続
35
年
の
方（
13
名
）

花
菱
建
設
㈱

静
岡
ガ
ス
㈱

　
　
〃

　
　
〃

㈱
や
ま
だ
い
ち

丸
善
製
茶
㈱

㈱
天
野
回
漕
店

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

杉
好
㈱

　
　
〃

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

勤
続
30
年
の
方（
14
名
）

　　
㈲
エ
ス
ア
ン
ド
エ
フ
美
容
室

㈱
古
川
組 

静
岡
支
店

　
　
〃

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

第
一
建
設
㈱

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

　
　
〃

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

日
本
ラ
ン
コ
㈱
城
南
電
子
工
場

理
研
軽
金
属
工
業
㈱

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

丸
山
販
売
㈱

　
　
〃

い
な
ば
食
品
㈱

　
勤
続
25
年
の
方（
28
名
）

　　
花
菱
建
設
㈱

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

㈱
シ
ズ
デ
ン

　
　
〃

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

杉
好
㈱

㈱
ト
リ
ヤ
マ
商
会

静
清
塗
料
㈱

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

　
　
〃

　
　
〃

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
勤
続
20
年
の
方（
65
名
）

　　
花
菱
建
設
㈱

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

フ
ジ
運
輸
㈱

第
一
建
設
㈱

中
田　

康
良

青
木　
　

武

小
林　

政
裕

内
藤　

隆
弘

石
川　
　

清

小
長
谷　

徹

野
田　

雄
司

村
松　

秀
男

鈴
木　

則
男

佐
藤　
　

東

植
村　

喜
一

杉
山　

総
一
郎

青
島　

正
明

中
村　

広
二

古
井　

清
信

佐
藤　

弘
子

小
泉　

昌
子

池
田　

り
え

　
冨
田　

敦
子

中
山　

浩
伸

清
水　

康
司

高
田　

久
美

坂
口　

純
一

福
士　

好
英

杉
山　

茂
徳

望
月　
　

亨

辰
己　

き
み
え

青
島　

正
博

榊
原　

幸
夫

栗
田　

康
弘

後
藤　

浩
文

中
山　

和
郎

　　　
池
田　

悦
也

望
月　

達
也

平
岡　

定
勝

田
形　

貴
広

長
嶋　

和
男

鈴
木　

二
郎

福
原　
　

治

山
本　

政
嗣

柴
田　

郁
子

大
澤　

智
彦

香
田　

賢
治

浅
野　

則
久

豊
田　

健
二

友
添　

一
美

森　
　

将
司

中
田　

善
久

水
野　

孝
之

小
柳　

友
義

望
月　

浩
志

吉
田　
　

守

殿
岡　

進
一

大
石　

康
哲

胸
組　

修
一

河
原
崎　

博

河
原
崎　

航

大
北　
　

豊

稲
葉　

秀
則

望
月　

介
子

　　　　
林　
　

健
次

増
田　

裕
子

望
月　

雅
志

國
分　

裕
一

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

会
員
事
業
所
の
優
良
従
業
員
で

勤
続
５
年
以
上
５
年
毎
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
９
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

２
５
６
名（
敬
称
略
）



第
一
建
設
㈱

第
一
倉
庫
㈱

ナ
ガ
シ
マ
紙
販
㈱

　
　
〃

木
内
建
設
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

　
　
〃

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

宮
澤
電
池
産
業
㈱

日
本
ラ
ン
コ
㈱
城
南
電
子
工
場

　
　
〃

平
和
み
ら
い
㈱

　
　
〃

　
　
〃

我
妻
和
男
事
務
所

杉
好
㈱

㈱
四
葉
商
会

㈱
は
な
ぞ
の

静
岡
シ
ェル
石
油
販
売
㈱

㈲
東
海
建
材
工
業

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
〃

　
勤
続
15
年
の
方（
27
名
）

　　
花
菱
建
設
㈱

　
　
〃

山
下
工
業
㈱

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

フ
ジ
運
輸
㈱

第
一
建
設
㈱

丸
善
製
茶
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

　
　
〃

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

杉
好
㈱

㈱
四
葉
商
会

　
　
〃

㈱
は
な
ぞ
の

　
　
〃

静
清
塗
料
㈱

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
田
丸
屋
本
店

㈲
東
海
建
材
工
業

丸
山
販
売
㈱

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス

　
　
〃

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
〃

　
勤
続
10
年
の
方（
63
名
）

　　
㈱
ナ
カ
ノ

巴
川
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱

第
一
建
設
㈱

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

㈱
チ
ヨ
ダ

日
本
ラ
ン
コ
㈱
城
南
電
子
工
場

平
和
み
ら
い
㈱

　
　
〃

㈲
三
立
産
業

㈱
高
栄
塗
装

　
　
〃

　
　
〃

㈱
四
葉
商
会

　
　
〃

　
　
〃

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

　
　
〃

　
　
〃

㈱
渡
辺
産
業

新
巴
川
加
工
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
は
な
ぞ
の

中
部
化
学
工
業
㈱

社
会
福
祉
法
人 
駿
府
葵
会

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈲
東
海
建
材
工
業

丸
山
販
売
㈱

い
な
ば
食
品
㈱

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス

　
　
〃

　
　
〃

　
勤
続
5
年
の
方（
41
名
）

　　
花
菱
建
設
㈱

㈱
や
ま
だ
い
ち

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

　
　
〃

丸
善
製
茶
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

　
　
〃

㈱
チ
ヨ
ダ

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

杉
好
㈱

　
　
〃

㈱
水
上
房
吉
商
店

㈲
大
衆
割
烹 

も
ち
づ
き

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

東
海
整
備
㈱

　
　
〃

静
清
塗
料
㈱

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

社
会
福
祉
法
人 

駿
府
葵
会

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈲
東
海
建
材
工
業

㈱
東
海
軒

丸
山
販
売
㈱

　
　
〃

　
　
〃

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス

小
柳　

孝
行

望
月　

康
弘

森
内　

一
仁

館
野　

喜
公
美

大
石　

真
紀
子

秋
山　

靖
幸

赤
堀　

智
子

堤　
　

武
彦

飯
田　

高
士

岸
川　

真
幸

水
野　
　

力

辻
村　

久
人

草
ヶ
谷
健
太
郎

山
田　
　

斉

高
田　

正
博

大
池　

正
之

笠
井　

建
史

浦
田　

剛
弘

井
上　
　

忠

尾
坂　

直
良

高
橋　
　

大

小
林　

正
則

杵
塚　

修
三

西
村　
　

隆

鈴
木　

弘
人

中
山　

き
く
江

田
村　

章
郎

長
澤　
　

悟

鈴
木　

英
樹

萩
野　

圭
介

土
橋　

靖
浩

泉　
　

秀
樹

平
田　

展
久

國
枝　

竜
哉

小
笠
原　

朗

鈴
木　

富
男

増
田　

泰
実

橋
ヶ
谷　

明
人

波
多
野　

将

齊
藤　

壮
志

鈴
木　

研
二

梨
本　

義
信

鈴
木　

充
司

石
田　

久
恵

杉
本　

玲
実

谷
地　
　

修

熊
谷　

ユ
ウ
子

村
田　

は
る
み

矢
部　

淳
一
郎

今
村　

陽
子

菊
川　

彰
久

米
倉　

真
弓

西
山　

京
一

油
井　
　

睦

杉
山　
　

久

中
嶋　
　

眞

松
本　
　

猛

山
口　

康
太

石
切
山　

操

遠
山　

竜
生

江
嵜　

嘉
明

　　　　
青
島　

竜
也

細
田　

紘
幸

永
田　

直
樹

松
永　

悦
子

木
村　

光
幸

若
松　

剛
旨

杉
山　

和
弥

竹
内　
　

健

山
田　

仁
之

中
塚　

貴
雄

柴
山　

憲
二

成
岡　

称
人

永
島　

芳
子

松
下　

恭
子

鈴
木　
　

章

紅
林　

卓
也

山
崎　

一
理

竹
下　
　

薫

外
岡　

雅
之

岡
村　

公
靖

八
木　

利
子

山
本　

貴
昭

岸
本　
　

修

梶
山　

慎
ニ

田
辺　

堅
太
郎

岡
本　

寿
幸

渡
辺　

興
司

　　　　
山
口　

一
樹

佐
藤　

吉
弘

森
田　

次
郎

古
本　

雅
紀

石
関　

恵
人

山
﨑　

陽
平

岩
本　

厚
男

戸
篠　

孝
晴

青
木　

伸
也

瀧
下　

ふ
み
子

青
木　

規
泰

籏
智　

孝
亮

森　
　

健
太

黒
田　

重
宣

近
藤　

豊
晃

戸
塚　

朝
美

戸
塚　

隆
幸

栗
田　

峰
夫

青
嶋　

正
季

和
田　

勝
夫

石
川　

真
理
子

森　

扶
美
枝

木
村　

か
や
乃

佐
藤　

未
幸

岡　
　

朋
範

佐
藤　

祐
輔

梶
山　

裕
二
郎

川
野　

友
和

深
田　

浩
幸

和
田　

陽
介

鈴
木　

正
人

大
野　

文
裕

正
木　

友
和

中
山　

和
貴

立
花　

秀
信

藤
田　

佳
浩

梅
木　
　

泰

杉
浦　

廣
卓

山
本　

洋
徳

岡
田　

潤
也

大
畑　

博
敬

髙
田　

祥
吾

西
野　

公
規

水
野　

康
太
郎

増
田　

英
児

近
藤　

雅
文

大
塚　
　

淳

小
林　
　

聡

山
本　

啓
介

永
田　

雅
稔

西
崎　

文
彦

寺
下　
　

勉

室
山　

佳
成

田
村　

ま
ゆ
み

金
丸　
　

章

藤
森　

康
史

服
部　

丈
毅

柴
田　

圭
司

小
長
谷　

昌
弘

藤
井　

雅
浩

若
井　

孝
洋

後
藤　

慎
司

魚
澄　

貴
幸

　　　　
増
田　

由
佳
子

青
島　

純
江

岡
本　

省
吾

石
田　

浩
紀

福
田　

美
乃
里

王　
　

正

長
倉　
　

司

小
林　

良
彰

井
澤　

宏
美

川
島　

誠
一

池
ヶ
谷　

真
登

花
村　

和
幸

髙
田　

有
紀

木
全　

一
城

漆
畑　

文
雄

松
村　

匡
祐

渡
邉　

圭
子

望
月　

正
常

渡
辺　
　

徹

尾
鷲　

和
弘

佐
藤　
　

博

塚
原　

惟
人

玉
川　

志
保

大
庭　

和
範

小
嶋　

京
子

岡
村　

祐
佑

鈴
木　

雅
士

藤
原　

政
雄

法
月　

隆
仁

鈴
木　

健
介

小
笠
原　

史
佳

小
松　

あ
つ
美

三
岡　

奈
奈

松
永　

有
加
里

井
出　

聡
美

岡
田　

雅
美

増
田　

す
ず
菜

山
田　

能
利
江

瀧　
　

太
朗

石
川　

達
也

牛
頭　

夕
子

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名



　

徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
４
回
講
演

会
を
10
月
９
日
㈬
、清
水
文
化
会
館

マ
リ
ナ
ー
ト
で
開
催
し
ま
し
た
。講
師

は
静
岡
産
業
大
学
総
合
研
究
所
客

員
研
究
員
の
中
村
羊
一
郎
氏
。家
康

公
の
生
涯
を
め
ぐ
る
様
々
な
伝
説
を

ど
の
よ
う
に
解
い
て
い
く
か
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
ウ
サ
ギ
の
吸
い
物

　

家
康
公
の
遠
い
先
祖
が
流
浪
の
身

で
あ
っ
た
時
に
、地
元
の
人
に
ウ
サ
ギ

の
お
吸
い
物
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て

元
気
を
回
復
し
た
と
い
う
話
が
あ
り

ま
す
。ミ
ャ
ン
マ
ー
の
タ
ウ
ン
ビ
ョ
ウ
ン

と
い
う
町
の
兄
弟
の
話
や
、お
釈
迦
様

の
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
物
語
を
見
て
も
、ウ

サ
ギ
の
肉
は
、非
常
に
高
貴
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、そ
れ
を

捧
げ
ら
れ
る
人
と
い
う
の
は
、実
は
半

ば
神
に
な
る
よ
う
な
人
だ
と
い
う
ス
ト

ー
リ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

・
金
の
な
る
木

　

久
能
山
東
照
宮
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ
る「
金
の
な
る
木
」は
、

家
康
公
が
家
来
た
ち
に
描
い
て
み
せ

た「
よ
ろ
ず
程
よ
木（
よ
ろ
ず
程
良

き
）」、「
志
ひ
ふ
か
木（
慈
悲
深
き
）」、

「
志
や
う
ぢ
木（
正
直
）」に
ち
な
ん
だ

も
の
で
す
。こ
れ
は
、い
わ
ば
人
生
訓

と
し
て
広
く
流
布
し
て
いっ
た
よ
う
で

す
。

　
・
小
豆
餅
と
銭
取

　

浜
松
市
に
小
豆
餅
と
銭
取
と
い
う

地
名
が
あ
り
ま
す
。戦
に
負
け
た
家

康
公
が
逃
亡
中
、茶
店
で
小
豆
餅
を

食
べ
て
い
ま
し
た
が
、す
ぐ
追
っ
手
が

迫
って
き
た
の
で
、餅
を
持
っ
た
ま
ま
逃

げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。そ
う
す
る
と

そ
の
茶
店
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、家
康
公

の
後
を
追
い
か
け
銭
を
取
っ
た
、そ
こ

か
ら
由
来
し
地
名
に
な
って
い
ま
す
。

　
・
桶
屋
の
特
権

　

静
岡
市
に
も
逃
げ
て
き
た
家
康
公

の
話
が
あ
り
ま
す
。ち
ょ
う
ど
仕
事
中

徳
川
み
ら
い
学
会
第
４
回
講
演
会

家
康
公
伝
説（
一
部
抜
粋
）

民
衆
と
権
現
様

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索

の
桶
屋
の
桶
の
中
に
自
分
を
か
く
ま
っ

て
も
ら
い
難
を
逃
れ
た
こ
と
か
ら
、桶

屋
に
褒
美
を
授
け
よ
う
と
し
ま
し

た
。す
る
と
桶
屋
の
仕
事
は
出
先
で

掃
除
を
頼
ま
れ
る
が
、非
常
に
面
倒

臭
い
の
で
、掃
除
を
し
な
く
て
い
い
特

権
が
ほ
し
い
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

　　

江
戸
時
代
に
は
、家
康
公
は
神
と

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、敗
け
戦
さ

で
逃
げ
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
話
が
伝

わ
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。家

康
公
が
戦
に
負
け
て
と
て
も
苦
し
ん

だ
と
い
う
こ
と
は
、つ
ま
り
は
絶
対
的

な
神
が
そ
の
よ
う
な
弱
み
を
見
せ
る

こ
と
で
、一
般
の
人
々
と
接
す
る
機
会

が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の

時
、神
は
人
間
に
恩
恵
を
施
し
、人
間

は
神
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
長

く
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

権
現
様
で
あ
る
家
康
公
と
庶
民
と
の

接
点
か
ら
、様
々
な
物
語
が
生
み
出

さ
れ
、世
の
安
定
が
保
た
れ
て
い
っ
た

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

家
康
公
伝
説
は
、庶
民
の
身
近
に
い

た
権
現
様
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り

出
す
こ
と
で
、徳
川
３
０
０
年
の
歴
史

と
い
う
安
定
し
た
社
会
を
下
か
ら
し

っ
か
り
支
え
る
上
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

「
庶
民
の
中
の
家
康
公 

〜
伝
説
と
史
実
の
は
ざ
ま
で
〜
」

中
村
羊
一
郎
氏

徳
川
み
ら
い
学
会
理
事

静
岡
産
業
大
学
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員



応援します、この街の元気。

静 岡 支 店

電話054-254-3151
（市役所並び）

〒420-8722
静 岡 市 葵 区 追 手 町 1 番 1 号



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方は是非ご受講ください。

“かんたん” “やさしい”  “いちばん売れている”　弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく

弥生＂14＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525
MAIL：info.haratax@gmail.co

～継続して繁栄する会社を目指す～

会社〈経営〉を会社《継栄》に
自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る

時間／9：30～18：30　　料金／31,500円（昼食代込み）
お申し込み・お問い合わせはお電話でお気軽にどうぞ。　電話：054-277-2525

【中期五ヵ年経営計画作成教室】　随時開催

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

12月11日㈬・H26年1月15日㈬
日　程

12月11日㈬

H26年1月15日㈬

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

12月18日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
12月24日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２5年9月1日～10月31日の間でご加入された事業所です。
（順不同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

㈲スズキ工房
花のフジイ
あけぼの美容院
㈱ニチコミ 静岡支店
㈱エコ・ブレーンズ
佐藤歯科医院
木下サーカス㈱
豊川商店
㈱グリーンマーク
㈱さつき会
㈱丸伸
マルキン㈲
㈲丸和工業
ナガノ企画
くつろぎサロン リラックスの彩
まえだ接骨院
㈱シオザワ建設
共同ＰＡＸ
美容室ジャック
しずおかスタイル
青伸工業
Ａ－Ｚ Ｈａｉｒ
㈲菊永工芸
丸子運送㈲
㈲サン美装
㈱ウチダシステムズ 神奈川営業部 静岡支店
髙橋政弘税理士事務所
シュクール
キャリアサポート Ｔｒｉｌｌｉｕｍ Ｓｍａｌｌｉｉ
アセットレス
㈱カナサシテクノサービス
小さな野はらの樹
㈱工藤塾
㈱花宝
ＳＯＬＥ静岡店
ＨＩＳカンパニー ハレルヤ便
大希企画
松永　豊
永田久江税理士事務所
静岡集配
中村　佳晴
渋谷賢税理士事務所
北陽不動産
ＩＬ ＰＯＮＴＥ Ｋａｊｉ
串焼酒場 たいこう
ＣＲＯＣＥ
㈲片岡
木魂庵
柴田設備
ＨＥＡＢ ＣＡＳＴＬＥ
ＢＩＫＥ二番館
カレーハウスｃｏｃｏ壱番屋古庄店
松本　武次
御伝鷹まちづくり㈱
㈱ＴＲ企画
はら整体療術院
日本料理○△□
㈲寿真珠
まごころ弁当 清水次郎長店
㈱もちひこ
㈱笑和
ＴＥＮＹＮＥＯ
ぱすてるあいす
川田英史会計事務所
リラクゼーションサロン ヴィータ
㈱ＡＣＯ
地域資源研究会
デジタルアーツ㈱ 中部営業所
一般社団法人 日本クレーン協会 静岡支部
みきまつ接骨院
Ｍａｓａｎａｒｉ．Ｃｏ．Ｌｔｄ
西タイル
ＡＴインターナショナル㈱
にしき
ジフィーマリーンジャパン㈱
日本鮪缶詰輸出水産業組合
ＣＯＳＭＩＣ ＴＲＡＤＩＮＧ㈱
ＳＴＬインターナショナル
中村　育生
㈱ＧＯＯＤ ＪＡＰＡＮ ＴＯＵＲ
静岡ガスサービス㈱ 富士川営業所

鈴木　竜一
藤井　貴美枝
長嶋　ふみ代
榊原　隆二
尾関　俊寿
佐藤　方英
木下　唯志
豊川　春子
立石　宗一郎
増田　義和
石川　たか子
大久保　達
池ヶ谷　和秀
永野　哲平
齋藤　充
前田　道太郎
塩澤　武
望月　由紀子
篠崎　寧伸
本多　由加理
青島　富三男
梅原　茂
菊永　正剛
村松　二六
大川　順平
松田　富士夫
髙橋　政弘
松永　秀継
根岸　映子
山本　昭雄
武田　孝之
奥塩　千恵
工藤　勝彦
高田　綾子
斎藤　久
中本　東一
谷岡　祐二
松永　豊
永田　久江
滝　千裕
中村　佳晴
渋谷　賢
水谷　由紀子
梶山　雄平
岩崎　裕介
大江　真知子
片岡　和彦
吉成　哲生
柴田　肇一
伊藤　俊信
築地　哲也
竹内　淳
松本　武次
関川　清明
若林　里紗
原　貫次
中山　信史
太田　吉彦
北井　宏樹
望月　伸保
松本　崇
村松　一伸
加藤　毅
川田　英史
折元　弘恵
原田　亜紀子
都筑　和子
畠中　幸一
西尾　忠久
伊藤　泰之
武田　雅成
西　大輔
長谷川　領
西谷　喜幸
アレクサンダー・ベネット
後藤　康雄
山田　裕嗣
林　康義
中村　育生
裵　祥賢
鈴木　勤

建築工事業
生花販売
美容院
印刷・出版業
電子ブレーカー、ＬＥＤ、リサイクル燃料、ボイラー等販売
歯科
サーカス興業
食品製造
ＯＡ機器販売
介護保険法に基づく居宅介護支援事業
家具製造販売
ラーメン店
防水工事
イベント企画
整体業
接骨院
一般建築業
ビニール加工
美容業
ｗｅｂ作成等
防水工事業
美容院
仏壇塗装業
運送業
屋外広告業
オフィス関連事業、教育関連事業、福祉・医療関連事業
税務代理
パン製造小売
カウンセリング業
梱包・発送
飲料水兼用耐震性貯水槽、耐震性防火水槽製造業
仏具・印章卸売
学習塾の経営
化粧品卸売
日焼けサロン経営
衣類、雑貨卸
塗装・防水工事
飲食業
税理士業
商用荷物配達
写真撮影
税理士事務所
不動産仲介業
イタリアンレストラン
居酒屋
エステサロン
建設
飲食
空調環境測定等
健康、福祉、地域貢献
オートバイ修理・販売
カレーレストラン
不動産賃貸
都市計画、観光開発、土地建物の有効利用、調査研究、コンサル
ペットショップ
整体
飲食
宝石貴金属小売
宅配サービス
テントハウスの設計、製造、販売
介護・保険事業
雑貨小売業
クレープ、アイス販売
税理士業
エステティックサロン
情報サービス業
生ごみ処理機等の販売
ソフトウェア
登録教習機関
接骨院
コンサルティング業
タイル工
機械設計、メンテナンス
居酒屋、日本料理
プラスチック製カヤック製造業
まぐろ類缶詰の輸出振興
電子機器、電子部品輸入販売
自動車販売、移動販売車の食品提供
配管工事
海外旅行の仲介、斡旋
ＬＰガス・ＬＮＧ輸送業務   

静岡市葵区千代1-5-28
静岡市駿河区見瀬197
静岡市葵区錦町36
静岡市駿河区森下町1-23 加藤ハイツ501号
静岡市清水区江尻東1-1-5 カーニーブレイス清水3F
静岡市葵区羽鳥3-24-31
岡山県岡山市北区表町3-23-23
静岡市葵区美川町9-30
静岡市駿河区西脇59
静岡市駿河区丸子6-2-17
静岡市葵区黒金町12-5
静岡市清水区宮加三728-10
静岡市葵区与一2-9-20－1号
静岡市葵区瀬名6-18-11－107
静岡市駿河区宮竹1-18-15 豊ハイツ102号
静岡市駿河区用宗2-25-1
静岡市葵区平和2-21-17
静岡市駿河区池田114-1 グランフレール601
静岡市駿河区敷地1-6-4
静岡市葵区七間町5-8 ミライエ 3F-02
静岡市葵区城北2-11-18
静岡市葵区幸町47-4
静岡市駿河区中島3162-7
静岡市駿河区丸子6770
静岡市清水区長崎南町10-32
静岡市駿河区森下町4-30 メンテックビル８Ｆ
静岡市駿河区豊田1-5-54
静岡市清水区原39-24
焼津市坂本70-5
静岡市駿河区丸子6673-11
静岡市清水区三保491-1
静岡市清水区相生町6-17－603
静岡市葵区鷹匠2-14-4 メリーマウントプレイス101
静岡市駿河区国吉田1-9-43
静岡市葵区紺屋町1-3 岩久本店ビル５階
静岡市葵区北安東5-5-1-303
静岡市葵区瀬名7-32-15-1
静岡市葵区籠上1-30
静岡市清水区下野町6-63
静岡市葵区北沼上643
藤枝市高柳2-3-5
静岡市清水区駒越北町8-53
静岡市葵区一番町66-3
静岡市葵区常磐町1-8-2 アスピスⅡ 2-A
静岡市駿河区南町2-23 コーポマックス１Ｆ
静岡市葵区沓谷5-6-4 井上ビル1F
静岡市駿河区西脇466-1
静岡市葵区足久保口組1620-1
静岡市清水区駒越東町2-46
静岡市葵区駿府町1-51
静岡市駿河区小鹿418-5
静岡市葵区古庄1-10-2
静岡市駿河区北丸子2-17-14
静岡市葵区伝馬町10-4
静岡市清水区西久保42-5
静岡市駿河区みずほ4-6-11
静岡市葵区鷹匠1-6-13
静岡市葵区七間町3-4七間町ハイム405
静岡市清水区興津中町230
静岡市清水区由比町屋原340
静岡市清水区北脇410-2
静岡市葵区呉服町2-7-10 B1F
静岡市葵区七間町14-7
静岡市葵区古庄4-14-19
静岡市葵区沓谷6-20-1 ル・シエル501
静岡市葵区紺屋町4-8 ガーデンスクエア第3ビル8階
静岡市駿河区大坪町9-4 高田テナント
愛知県名古屋市中区錦2-99 広小路センタープレイス６Ｆ
静岡市葵区御幸町11-10 第一生命・静岡鉄道ビル５階
静岡市葵区伝馬町10-9 松本ビル1階Ｂ
静岡市清水区谷津町1-25-8
静岡市葵区北657-8
静岡市葵区昭府1-17-27
静岡市葵区常磐町2-2-1-102
静岡市清水区尾羽171-1
静岡市清水区辻1-1-1 オリエンタルビル５階
静岡市清水区江尻東2-5-5
藤枝市仮宿1591-1
静岡市清水区川原町18-18
静岡市清水区相生町6-17-705号
静岡市清水区蒲原5011-5

事業所名



・正しい税知識を身につけたい。　　
・もっと積極的な経営を目指したい。
・社会のお役に立ちたい。　　　　　

そんな経営者の皆さんを支援する全国組織

公益社団法人清水法人会
̶入会のお問合せは下記まで̶

HPアドレス　http://www.s-houjin.or.jp

〒424-0826
静岡市清水区万世町2-3-10
TEL.054-351-0015

パソコン教室開催中
静岡商工会議所

パソコン教室の
お問合せは 専用Tel 054-260-5300

受講料  　　　　
50分 1,000円

パソコンの入門編から、ワード・エクセルなどのビジネス応用編、趣味
の講座（デジカメ、年賀状、ホームページ、インターネット、メールまで）
幅広い研修内容をご用意しています。
月～土曜日まで開講中。午前・午後・夜間など、自由な時間を選んで受講が
可能です。インストラクターが常駐し、わかりやすく研修の補助をします。

受講料は50分1,000円

（　　　　　　　　　　　　　　 ）別途：機器使用料　１時間200円 ※会員は無料
　　 教室維持費　月額1,000円

ちゅう すん

静岡市清水区本郷町５番１３号　中駿ビル１F
TEL054－365－3456

組合の融資事業協同組合による融資事業をご存知ですか？

現在組合員ではないけど、融資は受けられますか？
はい、可能です。中小企業の事業者（法人・個人）ならどなたでも
組合加入により融資取引を開始することが出来ます。（但し、要審査）

銀行等に担保が入っていても大丈夫？
第2順位以下でも構いません。但し、組合審査の範囲内とさせ
ていただきます。

複数の金融機関から借りているので月々の返済が大変。
組合で借入を一本化し、返済額の軽減を図りましょう。
是非ご相談ください。

昭和27年創立

／イハラグループ

静岡商工会議所報「Sing」に貴社のPRチラシを同封します
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員12,300事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができる。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できる。
※A4チラシ郵送の場合、@62（特別料金適用）×12,000社＝744,000円。当サービスでは105,000円。

【利用料金】 （単位：円　消費税込み）

チラシ
サイズ

Ａ４まで 折りなし １０５，０００円
Ａ３まで ２つ折り １２６，０００円

仕上がりＡ４まで ８ページ以内 １４７，０００円
仕上がりＡ４まで ８ページ超 １４７,０００円に４ページ増す毎に２１，０００円加算

土曜日企画＋お食事券付（￥1,000分）

1月13日・2月11日 セルフ ￥9,000（3名～4名）
キャディ付ラウンド（4名） 1月13日＠￥9,000・2月11日＠￥11,000

セルフラウンド食事券付＠￥9,500（3名～4名）
 キャディ付ラウンド食事券付＠￥11,000（4名）

1月 4日・11日・18日・25日
2月 1日・ 8日・15日・22日

日・祝、特別企画＋お食事券付（￥1,000分）
1月 3日・5日  セルフ ￥9,500（3名～4名）

詳細はフロントまでお電話ください。



わが社自慢の商品・サービス

徳川家康公にちなんだ商品ご紹介
2015家康公四百年祭に向けて

諸説ありますが、徳川家康公が
アマダイの一夜干しを食べ、そ
の味に感動したことから、調理し
た奥女中の「興津の局」の名を
取って興津鯛となりました。当店
は新鮮な興津鯛の天日干しにこ
だわり、旨み成分のアミノ酸がた
っぷりの干物を提供しています。

興津鯛
（アマダイの一夜干し）

〒421-0123 静岡市駿河区石部5-10
TEL 054-259-5647　FAX 054-259-5478
http://www.himonoyasan.jp/

かねいち干物店（㈲仁科商店）

家康公初夢サブレ

3種類 140ｇ 777円（税込）

〒420-0923 静岡市葵区川合2-4-1
TEL 054-265-7837　FAX 054-294-8586
http://www.hm-delicious.co.jp

㈲でりしゃす

〒422-8560 静岡市駿河区中原563
TEL 054-283-8110
http://www.tv-sdt.co.jp/

㈱静岡第一テレビ
〒422-8013 静岡市駿河区古宿294
TEL 054-237-4126　FAX 054-237-4127

すんぷ夢ひろば（大江戸温泉物語㈱）

家康公の生い立ちにちなんだネーミングの湯船やサウナを揃
えています。敷地内で最
大の岩風呂「天下統一の
湯」や６席の寝湯「江戸
移城の湯」、ほかにも「囚
われの湯」や「竹千代の
湯」などがあります。久能
山ふもとで天然温泉ご湯
るりと。忘新年会承り中。

天下泰平の湯

大人平日 600円（税込）
土日祝日 800円（税込）

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕2-10-30
TEL＆FAX 054-285-4944
http://www.godan1896.net/

郷土和菓子処 小松屋

カメラや油絵、ケーキづく
り、外国時計のコレクション
と当時ではハイカラな趣味
をもっていた徳川慶喜公。
そんなハイカラなお殿様に
あやかり、マドレーヌ生地
の中に小豆の漉し餡をい
れて焼き上げた和洋折衷
のお菓子を作りました。

ハイカラ殿さま

1ヶ 120円（税込）

徳川家康公顕彰４００年記念として、テレビ番組「開運！なんでも
鑑定団」の人気コーナー「出張鑑定」の公開録画を行います。
●開催日：2014年1月13日（月・祝）　●場所：グランシップ静岡

（中ホール・大地）

詳しくは
視聴者サービス係
（TEL：283-8110）まで

「出張！なんでも鑑定団in静岡」公開録画を行います。

〒421-0135 静岡市駿河区小坂1673番地
TEL 054-258-3771

文化茶屋 御坂堂

平均寿命が４０歳に満たない
江戸初期で、家康公は７５歳
という驚異的な長寿を誇りまし
た。その秘密を探ろうと、文献
をもとに家康公が食した料理
を再現しました。食事処「華」
では、語り部の話を聞きながら
再現料理「家康膳」をお楽し
みいただけます。

家康膳

毎月第２・４月曜日 １１時３０分～（要予約）
家康膳 ２，０００円（税込）

家康公が愛した「一富士二
鷹三茄子」。この３種類のサ
ブレを入れた「家康公初夢
サブレ」は、すべて手作りで

出来るまで5日間か
かります。価格はラッ
キーセブンで777円。
お正月の贈り物にい
かがでしょうか。



わが社自慢の商品・サービス伝馬町発展会
商品・サービス 紹介コーナー

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町8-24
TEL 054-252-5943　FAX 054-252-5950

鈴木豆腐店

100年以上続くお豆腐屋さん
明治年間に創業した当店は今も変わらず量り売り。豆腐や油
揚げ類の他に総菜、フライなど豊富に30種類以上取り揃えて

います。どれ
も健康的で
やさしい味。
50ｇから購
入できるの
で、お好みで
詰め合わせ
ができます。

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町9-7
TEL 054-255-5566　FAX 054-253-6880
http://wine1956.blog47.fc2.com/

㈲モンマートつかもと

㈲関川商会
〒420-0858 静岡市葵区伝馬町10-4
TEL 054-273-7200　FAX 054-273-9627
http://www.sekigawa.com

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町10-5
TEL 054-251-1315　FAX 054-251-1316
http://myhotelr.com

マイホテル竜宮

日本のおもてなしを
大切に♪
静岡駅より徒歩5分♪

お部屋はユニットバスから独立
してゆったり使える洗面所や、デ
スクの配置など、使い勝手の良
さと快適性を高次元に融合した
シンプルでモダンなデザインルー
ム。バンケットは会議やセミナ
ー、パーティーにも最適です。

子どもから
お年寄りまで
楽しめるお店

乳母車や家具など藤製品の製
造販売から始まった当店は、現
在ではベビー用品やおもちゃ、シ
ルバーカーなど幅広い商品の販
売を行っています。日曜には子ど
もを対象にトレカの大会も。今
度のクリスマス、お孫さんと一
緒にご来店いかがですか。

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町21-7
TEL 054-252-2788　FAX 054-251-2597

ベビーランドナカノ（㈲中野乳母車店）

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町10-4
TEL 054-255-8577　FAX 054-273-9627
http://www.seri.or.jp/

御伝鷹まちづくり㈱

お一人様 6,900円（税込）～

冬はホット・ワインで
暖まりませんか！

ワインアドバイザーがおススメす
る冬のワインの楽しみ方は「ホッ
ト・ワイン」。ドイツから「ブルーベ
リー」と「アップル・シナモン」の２
種類が到着。マグ・カップに入れ
てレンジでチンするだけなのでと
ても簡単！

1000㎖ 1,530円（税込）

皆様の
お力になれる
相続対策専門士

わが社の主事業である不動
産コンサルタント業では、国土
交通大臣公認不動産コンサ
ルティングマイスター相続対
策専門士の資格を取得し、今
後増加する相続に関連する
対策・問題を「争続」にならな
いようにお手伝いいたします。

商店主の
まちづくり
地元の商店主が長年や
ってきた「まちづくり活動」
がさらなるステップアップ
をして、株式会社になりま
した。商業発展や観光情
報の活動に頑張っていま
す。写真は新たに設置し
た御伝鷹（みてた）情報発
信ブースの様子です。



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

〒420-0044 静岡市葵区西門町2-7 スズビル3F
TEL 054-266-5571
http://prologo.jp

プロロゴ スペイン語教室

マドリード出身講師によるスペイン語サポート
様々な環境や状況に対
応できるコミュニケーショ
ン力の向上に、ビジネス
を展開する実用的なス
ペイン語の活用に、役
立つ正確なレッスン／サ
ービスを提供します。文
書の翻訳、スペイン語圏
に関わる情報収集・配
信も行っています。入会金無料／会員割引有

〒420-0944 静岡市葵区新伝馬3-1-5
TEL 054-271-1121　FAX 054-271-1123
http://www.2454501.jp

静岡ひかりタクシー㈱

ジャンボ乗るなら
…今でしょ！

お待たせいたしました！満
を持して！？弊社もジャンボ
タクシーを導入！皆で登山
に行きたいよ～皆でBBQ
したいよ～等々、乗車人
数で頭割りしたらお安く移
動が出来ます。ジャンボ
乗るなら、新車のうち…今
でしょっ！初乗り 820円（時間制運賃有り）

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町4-8 ガーデンスクエア第3ビル8F
TEL 054-272-3222　FAX 054-272-3229
http://www.a-c-o.com

㈱ＡＣＯ

〒422-8004 静岡市駿河区国吉田1-9-43
TEL＆FAX 054-294-7095
http://kaho-cosme.com

㈱花宝

８３歳女性社長、オリジナル化粧品を開発、販売
清浄性が高い沖縄久米島海洋深層水をベースに美肌作りに

良いと言われている沖
縄産島ニンジン、月桃、
アロエ等の天然素材と
最新の美容原料で作
ったお肌に優しいオリジ
ナル化粧品。洗顔フォ
ーム、化粧水、美容液、
クリーム、フェイスパウダ
ーの基礎化粧品５品。3,675円～8,400円（税込）

「商品が売れない」
なら是非ご相談
ください
当社は、そんなお客様の悩
みを解決します。マーケティ
ングを基としたブランド構築
や、販売戦略、ＷＥＢ活用、
商品改良など、御社の商品
の持つ可能性や魅力を十
分に引き出すお手伝いをし
ます。まずはご相談ください。

〒420-0853 静岡市葵区追手町1-13 アゴラ静岡5F
TEL 054-250-8750　FAX 054-250-8770
http://www.seri.or.jp/

（一財）静岡経済研究所

「静岡県経済白書 2013/2014」発刊

Ａ５版・１８０頁
1,500円（税込）

「創立50周年記念」として、県内産業界を代表する４名の経
営者の「トップリーダーインタ
ビュー」を掲載しました。
またこれまでの50年
間の経済産業の足
取りをまとめました。
静岡県の経済を概
観するための実務
書・参考書としてご
活用下さい。

〒421-1214 静岡市葵区建穂1-9-19
TEL＆FAX 054-278-1889
http://www4.hp-ez.com/hp/atsu-office/page1

海野事務所 社労士アツ・オフィス

面倒な労働保険・
社会保険の手続は
全てお任せください

～企業は人なり～　企業経
営に必要な「ヒト」に関する
コンサルティングや就業規
則の作成、助成金の提案な
ど、より良い職場環境づくり
をサポートします。税理士事
務所を併設しており、幅広い
サービスで対応します。



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

喪中ハガキが届いたら…
日頃、お付き合いのあ
るお得意様、取引先
様であっても、喪中は
がきでご不幸を知るこ
とが増えています。お
線香をお贈りし、お悔
やみされたらいかがで
しょうか。熨斗の無料
サービス、即日配送を
行っております。

㈲ハーティ 昌祐堂
〒424-0878 静岡市清水区御門台28-18
TEL 054-344-1000　FAX 054-346-8022
http://shoyudou.com

〒422-8051 静岡市駿河区中野新田57-17
TEL 054-203-3434　FAX 054-203-3433

㈲アクト・テン

伝統工芸を
デジタル化

日本伝統工芸の
一部をデジタル化
すると共に、手作
業を加えることで、
伝統工芸品をお手
頃価格で製作いた
します。

貝殻を使った商品、蒔絵風商品

〒420-0831 静岡市葵区水落町9-10
TEL 054-200-2818　FAX 054-245-5484
http://www.imagemission.com/

㈱イメージミッション木鏡社

ペンタドロン®新発見！平行多面体の元素
ペンタドロン®は2007年に秋山仁とその研究仲間が発見した
平行多面体の元素です。商品は12個のペンタドロン®から成

る立方体の組
立パズルで、
遊びを通して
形の不思議と
面白さを体験
できます。脳ト
レにも是非！

3,675円（税込）

〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-1
TEL 054-282-1109　FAX 054-285-1460
http://sbs-smc.or.jp/

公益財団法人SBS静岡健康増進センター

平成26年1月新館オープン脳ドックがスタート
エントランスを抜けるとセンターコートから溢れる採光と緑の美

しさに受診者の
方も心地良さを
感じて頂けると
思います。プライ
バシーに配慮し
た、より快適な環
境で精度の高い
検査を提供して
まいります。脳ドックコース 36,750円（税込）

〒420-0867 静岡市葵区馬場町108-1-1F
TEL＆FAX 054-251-3008
http://swbt.jp

You Me & Cookies【Bikini】

〒420-0857 静岡市清水区入船町4-18
TEL 054-352-0177　FAX 054-353-0116
http://www.nkkk.or.jp/authorization/authorization04.php

（一社）日本海事検定協会 清水第二事業所

積付図を3次元画像で！！貨物積付webアプリ

プリントクッキーをノベルティーに!!
メッセージやロゴマーク
などプリントデータをご
入稿いただくだけでオ
リジナルクッキーが作
れます。版代が不要、
安価で驚きのある商
品に仕上がります。小
ロット～大量までご注
文承ります。お土産物
PB商品にも対応可

プリントクッキー素焼き1枚126円（税込）
プリントアイシングクッキー1枚210円（税込）

各種容器（コンテナ、トラック、パレット等）への最適な積付計
画を作成します。作成した情報（積載貨物明細、積み付け図
等）の確認や帳票、積載状態の3次元画像をインターネット上
　　　　　　　　　　　　　からご利用頂けるアプリです。



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-4-5 エンブルコート常磐町1F
TEL＆FAX 054-255-7430
http://shizuoka.womo.jp/gourmet/shop/index/ID/624

ＦＩＧＡＲＯ

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠1-6-13
TEL 054-252-5133
http://jcs034.jp/

日本料理○△□

〒421-0132 静岡市駿河区上川原17-9
TEL 054-256-0144

醍醐味

〒424-0818 静岡市清水区江尻町3-13
TEL 054-366-2226
http://www5a.biglobe.ne.jp/̃fugu/

食道楽

〒424-0911 静岡市清水区宮加三728-10
TEL 054-334-4160
http://marukin.mobi/

マル金ラーメン（マルキン㈲）

青葉公園沿いにオープンしたお洒落なビストロ
ソムリエが厳選したワインとフレンチを主体としたお料理をご用
意してます。人気メニューは自家製ソーセージやフォワグラのテ

リーヌ。コース料
理は8品2,800
円。2.5時間飲
み放題付きで
4,500円。忘新
年会のご予約
も承っておりま
す。

〒420-0857 静岡市葵区御幸町9-6
TEL＆FAX 054-271-1678

香香飯店 静岡本店（㈱China285）

「本格中華」をゆったり空間で忘新年会！
丸井の隣りにある本格中華の店、明るくおしゃれな店内で本場

の熟練シェフが
腕を振るいます。
290円の小皿
料理シリ－ズか
らコース料理ま
で品数豊富！作
りたてのおいし
さで忘新年会は
いかがですか。

ふぐ料理専門店 食道楽  団体20名様までOK!
今年もふぐの季節がまいりました。下関・遠州産使用のとらふ

ぐを、代々続く自慢
のポン酢でお召し上
がり下さい。満足い
く量を良心的なお値
段でご用意していま
す。サービス料は頂
いておりません。予
約していただければ
幸いです。

おまかせコースのふぐさし入り5,250円（税込）～
ふぐ料理6,300円（税込）～

中華料理の醍醐味
市内ホテルで修業した後、当地で独立開業しました。本格中

華を手頃な価格で
お召し上がりくださ
い。ランチはエビチ
リと週替わりの２種
類。エビがぷりぷり
のエビチリは、ほん
のり甘くまろやかに
仕上げたチリソース
が味の決め手です。

ランチタイム（土日含む11：30～14：00）
Ａランチ（エビチリ） 900円（税込）

屋台から始まり、創業50年
スタミナネギラーメン
みんなの元気を応援します。具材は、野菜・にんにく・肉、味付

けは、蜂蜜・プルー
ン・オリーブオイル。
甘辛八丁味噌のあ
んかけに、白髪ネギ
をドッサリのせてい
ます。是非一度お
立ち寄り下さい。

スタミナネギラーメン 1,100円（税込）
※スープがなくなり次第終了

お陰様で開業10周年を迎える事が出来ました
2003年開業以来、多くの皆様にご愛顧を賜り、11年目を迎え

る事が出来まし
た。日本料理を
通し、古き良き日
本の文化を味わ
い、共感していた
だけたら幸いで
す。皆様方のご
来店、心よりお待
ち申し上げます。コース料理 5,800円（税込）～



安心・便利な地域密着型！　新鮮なままお届けします！

ネットスーパー
配達エリア

葵区・駿河区・清水区
藤枝市・焼津市

入会金
年会費無料

1回のお買上げ金額の合計が
4,000円以上で

4,000円以下の場合は1回につき300円（税込）かかります
配達送料無料 ※「しずてつストアネットスーパー」のご利用にはパソコンでのインターネット環境が必要となります。

ネットスーパー専用ホームページ
http://netsuper.s-store.co.jp

しずてつネットスーパー 検索

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

あおいビルマネジメント㈱

星座 ： いて座　血液型 ： O型　趣味 ： 読書
TEL ： 054-285-8030

岡部奈美さん

　

当
社
は
祖
父
の
代
か
ら
65
年
間
続
く
印
刷

屋
で
し
た
が
、近
年
は
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。平
成
23
年
に
は「
静
岡
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
動
画
で
発
信
！S

IZ
O
N
T
V

」を
開
局
し
、

責
任
者
を
務
め
ま
し
た
。動
画
を
撮
影
し
様
々

な
企
業
の
皆
様
と
接
す
る
こ
と
で
、静
岡
の
企

業
の
魅
力
や
パ
ワ
ー
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
う
い
っ
た
企
業
、そ
し
て
街
全

体
が
一
丸
と
な
り
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、世
界
に
誇

れ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。富
士
山
の
世

界
遺
産
登
録
、久
能
山
東
照
宮
の
国
宝
登
録
な

ど
観
光
資
源
も
多
く
、新
東
名
が
開
通
し
ア
ク

セ
ス
も
今
ま
で
以
上
に
良
く
な
り
ま
し
た
。観
光

客
誘
致
も
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
た
今
、風
光
明

媚
で
食
べ
物
も
美
味
し
い
静
岡
を
堪
能
し「
ま

た
来
た
い
」と
思
わ
せ
る
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と

で
、経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
そ
ん
な
静
岡
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

㈱エスクリエイト　専務取締役
静岡商工会議所青年部 平成25年度 地域活性委員会 副委員長

星座 ： やぎ座  血液型 ： A型  趣味 ： 車、釣り
TEL ： 054-361-3311

石川哲也さん

　

賃
貸
物
件
の
管
理
と
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

う
当
社
で
は
、新
発
売
の
内
装
材
を
取
り
入
れ

て
、お
し
ゃ
れ
な
お
部
屋
を
提
供
で
き
る
よ
う

日
々
研
究
し
て
い
ま
す
。管
理
物
件
の
中
に
は
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
が
出
来
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
、毎
年
３
〜
４
個
の
巣
の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、今
年
は
20
㎝
弱
の
大
き
な
巣
が
で
き
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
日
は
台
風
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、ハ
チ
た
ち
も
暴
風
雨
に
耐
え
る
の
に
必

死
で
、私
た
ち
は
ハ
チ
に
追
わ
れ
る
こ
と
な
く
大

成
功
で
し
た
。

 

最
近「
看
板
の
な
い
居
酒
屋
」と
い
う
本
を
読

ん
で
感
動
し
、著
者
が
経
営
し
て
い
る
藤
枝
市
の

「
岡
む
ら
」と
い
う
居
酒
屋
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

従
業
員
さ
ん
の
対
応
が
す
ば
ら
し
く
、工
夫
し

た
メ
ニ
ュ
ー
で
、な
お
か
つ
と
て
も
お
い
し
く
て
、

改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。業
種
は
違
い
ま
す
が
、

「
岡
む
ら
」さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
経
営
を
見
習
っ

て
、こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

お
部
屋
作
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

お
部
屋
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。「

ま
た
来
た
い
」と

思
わ
せ
る
街
づ
く
り



静岡市葵区生まれ。東京大学法学部卒。1962年、日本軽金属株式
会社入社、ジュネーブ工業経営研修所留学、製錬事業部営業部長、
取締役メタルセンター長、常務取締役兼アルコム社社長、専務取締
役、取締役副社長などを経て2001年、代表取締役社長、07年、代
表取締役会長、09年相談役、10年から同社顧問。74歳。
04年、藍綬褒章受章、13年、旭日中綬章受章。

経 歴

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

と〝
脱
皮
〞し
た
。

　

社
長
６
年
、会
長
２
年
、そ
し
て
相
談
役
を
１

年
務
め
た
。「
会
社
の
外
見
は
創
業
時
と
変
わ
ら

な
い
が
、中
身
は
99
％
変
わ
っ
た
。社
長
時
代
を

含
め
、チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　

も
と
も
と
絵
と
楽
器
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
佐

藤
さ
ん
。第
一
線
を
退
い
た
の
を
機
に
、油
絵（
写

真
）と
フ
ル
ー
ト
の
勉
強
を
本
格
的
に
始
め
た
。

特
に
油
絵
は
今
年
２
月
に
東
京・銀
座
の
画
廊
で

個
展「
再
び
の
青
春
」を
開
く
ほ
ど
の
腕
前
だ
。

「
自
由
自
在
に
絵
が
描
け
、こ
れ
が
佐
藤
の
絵
と

　

温
厚
質
実
、し
か
し
負
け
ず
嫌
い
だ
。漢
字
検

定
１
級
に
３
回
続
け
て
合
格
し
た
。３
回
も
挑
戦

し
た
理
由
を
聞
く
と
、「
ま
ぐ
れ
で
合
格
し
た
と

思
わ
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
」。

　

日
本
軽
金
属
は
、わ
が
国
で
唯
一
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
の
製
錬
工
場
を
持
ち
、ア
ル
ミ
加
工
品
・
化
成

品
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
。１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
、ア
ル
ミ
製
錬
一
筋
か
ら
二
次
、

三
次
加
工
品
を
つ
く
る
総
合
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー
へ

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
」。

　
「
同
じ
県
庁
所
在
地
で
も
金
沢
は
歴
史
の
重

み
を
感
じ
る
。加
賀
百
万
石
の
伝
統
、文
化
が
蓄

積
さ
れ
、観
光
・
案
内
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
も
優
れ

て
い
る
」―

。時
々
訪
れ
る
金
沢
市
を
例
に
、佐
藤

さ
ん
は「
静
岡
は
家
康
公
の
お
膝
元
で
、甲
斐
武

田
氏
の
影
響
が
及
ん
だ
時
期
も
あ
る
。蓄
積
さ
れ

た
も
の
は
あ
る
は
ず
。丹
念
に
掘
り
起
し
て
み
た

ら
ど
う
か
」と
提
案
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、気
候
温
暖
、伸
び

伸
び
と
し
た
環
境
、交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
、

文
教
や
高
齢
福
祉
に
も
っ
と
目
を
向
け
、学
生
や

研
究
者
、高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
訴
え
る
。「
中
心
部
の
呉
服
町
、七
間
町
、駿

府
城
跡
の
つ
な
が
り
が
楽
し
く
な
い
」と
率
直
に

指
摘
。「
旅
行
者
が
さ
っ
と
目
的
地
に
行
け
る
よ

う
、道
案
内
を
分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
し
て
、

優
し
く
て
楽
し
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」。

　

新
東
名
と
新
幹
線
の
セ
ッ
ト
、１
泊
２
日
や
日

帰
り
の「
お
も
て
な
し
の
旅
」構
想
も
。「
例
え
ば
、

静
岡
特
産
の
フ
ル
ー
ツ
狩
り
や
、生
シ
ラ
ス
、サ
ク

ラ
エ
ビ
な
ど
新
鮮
魚
介
の
食
べ
歩
き
。日
本
平
や

清
水
港
で
世
界
文
化
遺
産
の
富
士
山
の
眺
望
を

楽
し
む
の
も
い
い
の
で
は
」。

　

多
く
の
企
業
の
誘
い
を
断
り
、日
軽
金
を
選
ん

だ
。「
将
来
性
が
あ
り
、地
元
の
企
業
と
い
う
点
に

も
惹
か
れ
た
」と
佐
藤
さ
ん
。今
な
お
郷
土
愛
に

燃
え
る
、静
岡
人
の
中
の
静
岡
人
だ
。

優しいまち、
楽しめるまちに
佐藤薫郷さん

日本軽金属株式会社 元社長

銀
座
で
絵
画
の
個
展

Shigesato Sato

（
文・写
真
：
長
田
義
明
）

「
蓄
積
」を
掘
り
起
こ
せ



湾
岸
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深
沢
岳
彦
さ
ん
は
、国
立
清
水
海
員
学
校
の

司
厨
科
を
卒
業
後
、名
古
屋
港
と
北
海
道
を

結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
の
厨
房
に
７
年
間
勤
務
し
、弟
さ

ん
と
共
に
居
酒
フ
ェ「
Ｕ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
」を

開
店
。そ
の
後
、２
０
０
６
年
に
独
立
し
て「
樽

彦
」を
開
業
し
、２
０
１
３
年
10
月
に
清
水
駅

近
く
に
店
を
移
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
店
は
、広
さ
が
２
倍
に
。杉
の
一
枚
板

を
使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
、低
め
の
法
事
用
椅
子
を
採

用
。個
室
は
畳
敷
き
に
椅
子
で
、く
つ
ろ
げ
ま
す
。

　

本
日
の
料
理
は
、ま
ず
深
沢
さ
ん
が
由
比
漁

港
に
出
向
い
て
仕
入
れ
た
旬
の
地
魚
の「
お
刺

身
」。秋
漁
が
始
ま
っ
た
桜
え
び
、イ
ナ
ダ（
ブ
リ

の
若
魚
）、太
刀
魚
、倉
沢
の
鯵
が
並
び
、バ
チ
鮪

は
河
岸
の
市
か
ら
。

　

続
い
て
、倉
沢
の
鯵
を
醤
油
と
味
醂
を
合
わ

せ
た
胡
麻
だ
れ
に
漬
け
た「
倉
沢
鯵
の
胡
麻
漬

け
」。鮪
の
カ
マ
を
同
じ
た
れ
に
漬
け
て
オ
ー
ブ

ン
で
焼
き
あ
げ
た「
鮪
の
カ
マ
漬
け
焼
き
」。

　

美
味
し
い
地
魚
と
一
緒
に
地
酒
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、臥
龍
梅
、正
雪
、英
君
、白
隠

正
宗
、初
亀
、開
運
の
６
銘
柄
を
ご
用
意
。

　

ま
た
、深
沢
さ
ん
が
蔵
元
を
訪
ね
て
、酒
づ

く
り
に
賭
け
る
熱
き
想
い
に
感
動
し
た
鹿
児

島
の
西
酒
造
さ
ん
の
本
格
焼
酎
も
勢
揃
い
。そ

の
蔵
元
を
訪
ね
た
時
、鹿
児
島
で
味
わ
っ
た
甘

め
の
蕎
麦
つ
ゆ
で
い
た
だ
く「
黒
豚
の
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
」は
、焼
酎
に
合
い
、お
す
す
め
。白
菜
、

青
葱
、人
参
、し
め
じ
、エ
リ
ン
ギ
と
一
緒
に
食
べ

た
後
、締
め
に
蕎
麦
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
し
い
店
に
移
っ
て
か
ら
、清
水
な
ら
で
は
の

味
、く
つ
ろ
げ
る
店
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、静
岡

県
外
か
ら
清
水
を
訪
れ
た
お
客
様
を「
樽
彦
」

で
接
待
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

地産地食

【メニュー】

【営業時間】
【施　設】

【所在地】

クリームチーズの酒盗のせ550円。厚
切りハムカツ650円。桜えびの和風ピ
ザ750円。静岡の地酒700円。宴会
コース料理3000円～。
17時～23時。月曜定休。
カウンター5席。テーブル30席。個室
20名まで（12席＋8席）
静岡市清水区真砂町2-13
TEL ０５４‐367-1787

http://www.taruhiko.com/

店主 深沢岳彦さん

女将 晴恵さん

司結ん開彦近を用港身のはせ

お刺身盛り合わせ（桜えび、バチ鮪、イナダ、太刀魚、倉沢の鯵）。倉沢鯵の胡麻漬け650円。鮪のカマ漬け焼き750円。黒豚のしゃぶしゃぶ（４～５人前）。

清水清水
シティシティ
ホテルホテル

清水
シティ
ホテル

酒呑処

酒呑処



『2014年 日本経済の展望』

新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会 但し、招待券が必要です。

入　場　無　料

■日　時　平成26年1月22日㈬　開場13：30　開演14：00（終演予定15：30）
■会　場　静岡市民文化会館 中ホール
■主　催　　　　　　　　　　　■共　催　東海地区しんきん経営者協議会

■講　師　慶應義塾大学経済学部 教授　金子　勝（かねこまさる）氏

第113回

入場無料 （但し、招待券が必要です）

FAXにて
ご応募の
場合は

ハガキにて
ご応募の
場合は

当金庫HPより招待券申込書をプリントアウトの上、
お申し込みください。www.shizushin.co.jp または、

　　　　　　　　　　　「しずしん」と検索してください。

右記の記入例を参考にして、
お申し込みください。
※なお、抽選結果のご連絡が必要な方は、
　往復ハガキにてご応募ください。しずしん 検 索⬅⬅

※お申し込みの際にいただいた個人情報は、当講演
会関係事務のために利用させていただき、それ以
外の目的での利用は致しません。

〒420-0838
静岡市葵区相生町1番1号
TEL.054-247-1153

講演会へ参加ご希望の方は、下記要領にてお申し込みください。
※ご当選者の発表は招待券の発送をもってかえさせていただきます。お申し込み枚数は、お一人様3枚までとさせていただきます。

お申し込み期限‥‥平成25年12月16日㈪
抽選で1,000名様無料ご招待！！

◆プロフィール◆
1952年東京都生まれ。東京大学経済学部卒。
東京大学社会科学研究所助手、法政大学経済学部教授などを経て、現在は慶應義塾大学経済学部教授。
制度経済学、財政学、地方財政論を専門とする経済学者。
提言は、歴史的見地からの現代経済の位置、不良債権問題、企業改革、社会保障や地方分権化など幅広い分野に及ぶ。
講演では、世界経済の動向、日本の政治・経済の現状をベースに、企業経営の今後のあり方を鋭く読み解く。
【主な著書】『日本再生の国家戦略を急げ！』（小学館、武本俊彦氏と共著、2010年）

『新・反グローバリズム』（岩波現代文庫、2010年）　『原発は火力より高い』（岩波書店、2013年）

【表面】

50円
切手

【裏面】

〒４２０-０８３８

静岡市葵区相生町1-1

ご住所　〒

お名前

お電話番号

ご希望枚数　　　枚
　（お一人様3枚まで）

しずおか信用金庫
　　 業務統括部

新春経済講演会
　　　 事務局宛

コツはコツコツ

● 詳しくは「店頭チラシ」または「ホームページ」
　ht tp : / /www . sh im i zubank . c o . j p /をご覧ください。

しみず積立定期預金
詳しい内容のお問い合わせは●ご利用いただける方／個人および法人のお客さま　●お預入期間／1年・2年・3年※満期後は同一期間の積立定期預金が自動継続されます。●お預入方法／毎月1回お申込時にご指定いただいた日に、当座預金・普通預金からの自動振替でお預入れいただきます。※店頭・ＡＴＭで追加預入ができま

す。（最終預入期限内であれば預入日・預入回数・預入金額はお客様の任意でお預入れできます。）●積立金額／100円以上（1円単位）※年2回まで毎月のお預入れのほかに指定金額を増額でお預入れいただけます。●適用金利／お預入金額ごとに、お預入時のスーパー定期預金の預入日から満期日
までの期間に応じた店頭表示利率を適用します。※お預入期間3年の初回預入分については、1年ものスーパー定期預金店頭表示利率を1年間適用し、1年経過後に利息額（税引後）を合算して2年ものスーパー定期預金店頭表示利率を適用します。●満期後のお取扱い／満期後はお預入金額の全額
とその利息額（税引後）を合算して、スーパー定期預金1年もの（通帳式・自動継続扱い・元加式）を自動作成します。※お申込時に本商品と同一店舗の定期預金通帳をご指定いただきます。総合口座通帳は定期預金の受入先として指定することはできません。※定期預金の利率は、自動作成日のスーパー
定期預金1年もの店頭表示利率とします。給与振込指定口座、公的年金受給口座から口座振替により自動積立いただいた方については、店頭表示利率に＋0.1％上乗せいたします。金利上乗せ期間は初回満期日までの当初預入期間のみとさせていただきます。●ご注意ください／利息には、個人
のお客さまには源泉分離課税（国税15.315％、地方税5％）、法人のお客さまには総合課税（非課税法人の場合は非課税）が適用されます。中途解約の場合は、当行所定の中途解約利率を適用します。本商品は総合口座の担保とすることはできません。本商品は預金保険法の対象となります。他の預金
（決済用預金を除く）と合算して元本1,000万円までとその利息が保護の対象となります。金利情勢等に伴い、今後予告なく商品内容の変更、継続または取扱いを中止する場合がございますので、あらかじめご了承ください。　※店頭に商品概要説明書をご用意しております。詳しくはそちらをご覧ください。
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認定支援機関認定支援機関
（弁護士、税理士、中小企業診断士）（弁護士、税理士、中小企業診断士）

認定支援機関
（弁護士、税理士、中小企業診断士）

金融機関金融機関金融機関

経営改善支援センター経営改善支援センター
（静岡商工会議所）（静岡商工会議所）

経営改善支援センター
（静岡商工会議所） 中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者

利用申請から支払決定までの流れ利用申請から支払決定までの流れ

事業の流れ事業の流れ

静岡県経営改善支援センター〔静岡商工会議所内〕 静岡市葵区黒金町20-8　☎054-275-1880

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は、一定の要件の下、認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し、中小企業・小規模事業者が認定支援機関に
対し負担する経営改善計画策定支援に要する計画策定費用及びフォローアップ費用の総額について、経営改善支援
センターが、3分の2（上限200万円）を負担するものです。

●費用の
1/3を
負担

●計画策定支援
●金融支援協議
 サポート
●フォローアップ
●デューデリジェンス
（資産査定）

支援の申込み・策定支援

対象となる事業者

●中小企業・小規模事業者と本事業に係る認定支援機関は、連名で、経営改善支援センターに対し経営改善計画の策定を申込みます。
●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者に対して経営改善計画の策定支援を実施します。

策定計画の提出・確認

●認定支援機関は、関係金融機関が合意した経営改善計画・金融支援等を経営改善支援センターに提出します。
●経営改善支援センターは、認定支援機関から提出された計画を確認し、費用の2/3を支出します。

フォローアップ

●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者の計画達成状況について定期的なモニタリングを行い、その結果を経営改善支援センターに
報告します。（フォローアップ費用も支援対象）

金融支援等の協議

●認定支援機関のサポートを受けて、中小企業・小規模事業者は、策定した経営改善計画に基づく金融支援について、金融機関と協議します。

静岡県経営改善支援センター

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は 一定の要件の下 認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し 中小企業・小規模事業者が認定支援機関に

静岡県経営改善支援センター

経営計画策定費用及び経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額フォローアップ費用総額の　 負担負担23

経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額の　 負担23

お問い合わせ先

認定支援
機関と連名
で申込み

支援決定

金融支援等
に関する協議

事業内容や財務状況など、
経営上の課題を抱え、金融
支援等を必要としている
中小企業・小規模事業者

費
用
の　

を
支
援

2/3


